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Ｈ28年度予算 第 1回科目

平成28年度一般会計予算の補正

第 2回 第 7回 今回第 8回 修正後

（Ｈ28.4.1～Ｈ29.3.31） （単位：千円）

討
　
論

修
正
動
議

修
正
動
議

討
　
論

討
　
論

頻発する補正

提
出
者　

黒
澤
哲
郎
、
間
瀬
重
男

熊
谷
宗
明
、
佐
藤
史
人

 

今
回
の
補
正
予
算
は
財

政
調
整
基
金
な
ど
へ
の
歳

出
で
、
今
年
９
月
に
出
る

平
成
２８
年
度
決
算
の
実
質

収
支
が
１
億
円
分
減
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
町

の
財
政
指
標
の
数
字
が
変

わ
る
こ
と
に
な
り
、
総
合

的
に
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

予
算
編
成
に
支
障
が
出
る

と
考
え
る
。
決
算
の
実
質

収
支
比
率
は
非
常
に
大
事

な
指
標
だ
。
こ
の
決
算
指

標
を
見
て
、
き
ち
っ
と
反

省
と
分
析
を
行
い
、
当
初

予
算
を
組
ん
で
い
く
。
積

み
立
て
を
半
年
待
っ
て
９

月
の
決
算
を
見
て
積
み
立

て
て
も
何
ら
問
題
が
な
い

は
ず
だ
。
一
般
的
に
当
町

の
財
政
規
模
で
言
え
ば
、

財
政
調
整
基
金
６
億
円
〜

８
億
円
程
度
で
も
何
ら
問

題
な
い
。
住
民
に
と
っ
て

は
当
初
予
算
を
、
こ
れ
だ

け
使
っ
た
と
い
う
方
が
分

か
り
易
い
。
い
ま
、
補
正

で
積
み
立
て
を
行
う
こ
と

は
決
算
指
標
を
意
図
的
に

操
作
す
る
こ
と
に
な
る
。

賛
成　

熊
谷
宗
明

　
ス
タ
ー
ト
の
段
階
で
予

備
費
が
思
う
よ
う
に
持
て

な
い
。
結
局
９
月
の
繰
り

越
し
を
当
て
に
し
て
そ
こ

に
戻
す
こ
と
に
な
り
、
補

正
が
頻
発
す
る
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
日
々
の
予
算

の
執
行
状
況
の
管
理
が
で

き
て
い
る
の
か
、
使
わ
れ

な
い
お
金
の
存
在
が
財
政

規
律
と
し
て
整
合
性
が
あ

る
の
か
、
ま
た
、
財
政
運

営
全
体
を
見
た
と
き
、
前

年
度
踏
襲
型
で
あ
り
、
決

算
審
議
が
生
か
さ
れ
て
い

な
い
と
判
断
し
、
修
正
案

に
賛
成
す
る
。

賛
成　

佐
藤
史
人

　
今
残
っ
て
い
る
不
用
額

を
積
み
立
て
る
の
で
は
な

く
、
予
備
費
の
中
に
入
れ

て
お
け
ば
、
２９
年
度
の
予

算
の
中
に
計
上
さ
れ
な
か

っ
た
分
の
事
業
の
準
備
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

賛
成　

間
瀬
重
男

　
貯
蓄
は
反
対
で
は
な
い

が
不
用
額
と
い
う
も
の
の

流
れ
が
よ
く
分
か
ら
な
く

な
る
の
で
、
修
正
動
議
に

賛
成
で
あ
る
。

反
対　

米
山
俊
孝

　
財
政
運
営
を
任
せ
た
以

上
、
そ
の
執
行
権
は
執
行

者
に
あ
る
。
大
き
く
こ
の

内
容
に
よ
っ
て
町
の
財
政

が
、
変
化
す
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
の
で
修
正
の
必

要
は
な
い
。

反
対　

島
田
弘
美

　
問
題
は
単
年
度
収
支
で

あ
る
。
黒
字
が
数
千
万
で

あ
れ
ば
、
当
町
の
財
政
規

模
か
ら
い
っ
て
こ
の
水
準

で
あ
れ
ば
の
判
断
か
ら
、

修
正
動
議
は
必
要
な
い
。

反
対　

中
平
文
夫

　
最
初
の
予
算
を
立
て
る

と
き
に
削
ら
れ
た
事
業
の

な
か
で
、
何
が
大
事
で
あ

る
か
、
予
定
し
て
お
い
て
、

そ
れ
を
少
し
で
も
、
実
行

す
る
。
そ
う
い
う
よ
う
な

姿
勢
を
見
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
れ
が
条
件
で
修

正
案
に
反
対
で
あ
る
。
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 80,075
691,324
1,655,806
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637,167
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262,954
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120

555,173
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6,380,000

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
予備費
歳出合計



繰越金
150,000

諸収入
 123,154

単位：千円

町税
 1,438,813

地方譲与税・交付金
2,632,104

町債
 566,400

町税
 1,438,813

地方譲与税・交付金
2,632,104

分担金及び
負担金
 58,237

使用料及び
手数料
  68,283

国庫支出金
445,298

県支出金
  336,889

財産収入・
寄付金・繰入金
 362,822

町債
 566,400

歳 入

61億8200万円

議会費 81,976

総務費
 727,134

民生費
 1,705,602

教育費
 860,399

総務費
 727,134

民生費
 1,705,602

衛生費 505,032

労働費  2,242農林水産業費

 

商工費
 233,659

 560,160

土木費
 699,573
土木費
 699,573

消防費

 

272,688

教育費
 860,399

災害復旧費
 60

公債費（借金返済）
523,475

予備費 10,000

歳 出

61億8200万円

（
問
）
高
齢
化
率
が
進
む

な
か
で
最
重
要
が
福
祉
で

あ
り
介
護
保
険
を
中
心
と

し
た
施
策
が
必
要
で
あ

る
。
高
齢
者
施
策
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
一
層
の
推
進

を
図
り
、
介
護
予
防
認
知

症
対
策
に
大
き
く
取
り
組

ん
で
く
。

（
担
当
課
）
医
療
、
介
護

予
防
、
生
活
支
援
を
一
体

的
に
提
供
し
て
い
く
。
認

知
症
予
防
に
つ
い
て
は
、

３
月
か
ら
４
月
中
に
、
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ

ン
を
す
る
。

（
問
）
１
３
１
名
の
職
員

の
給
与
が
１４
億
９
１
０
０

万
円
あ
る
。
こ
れ
は
町
税

の
１４
億
３
８
８
１
万
３
千

円
を
超
え
て
い
る
。
町
税

が
ほ
と
ん
ど
職
員
の
給
料

で
あ
る
。
義
務
的
経
費
が

膨
ら
み
投
資
的
経
費
が
な

か
な
か
打
ち
出
し
て
い
け

な
い
が
。

（
町
長
）
現
状
で
金
額
を

見
る
と
、
人
件
費
比
率
は

１２
・
５
％
で
あ
る
。
金
額

を
見
る
こ
と
と
、
適
正
人

数
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
大

事
に
な
っ
て
く
る
。
職
員

の
適
正
化
計
画
を
し
っ
か

り
と
見
き
わ
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

（
問
）
交
付
税
が
、
本
年

度
予
算
で
も
減
っ
て
き
て

い
る
。
既
存
施
設
・
公
共

施
設
の
維
持
管
理
や
２８
年

度
え
み
り
あ
が
完
成
し
、

次
は
体
育
館
屋
根
の
耐
震

工
事
が
あ
る
が
、
本
年
度

予
算
に
は
入
っ
て
い
な

い
。
今
後
一
層
の
財
政
の

健
全
化
を
は
か
る
な
か

で
、
町
の
方
向
性
は
。

（
町
長
）
交
付
税
が
増
え

て
い
け
ば
よ
い
が
、
今
の

国
の
状
況
で
は
増
え
て
い

か
な
い
。
そ
の
な
か
で
起

債
事
業
を
起
こ
し
補
助
金

を
も
ら
う
。
い
く
ら
有
利

な
起
債
事
業
で
あ
っ
て
も

借
金
は
借
金
で
あ
る
。
一

旦
借
り
る
が
交
付
税
措
置

で
返
し
て
い
く
。
交
付
税

の
枠
の
中
で
自
由
に
使
わ

れ
る
お
金
が
圧
迫
さ
れ
る

の
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

基
金
を
上
手
に
使
い
な
が

ら
、
借
金
を
せ
ず
に
や
っ

て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
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適
正
な

　
行
政
水
準
か

財
政
の
健
全
化

を
ど
う
は
か
る

住
民
福
祉
の

　
　
向
上
策
は

歳 入 歳 出
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平成29年度



こ
の
3
月
補
正
で

　
積
み
立
て
る
理
由
は

質
問
　
奨
学
金
基
金
へ
２

５
０
０
万
円
、
財
政
調
整

基
金
８
千
万
円
、
公
共
施

設
等
整
備
基
金
２
千
万
円

と
あ
る
。
こ
の
時
期
に
多

額
の
積
み
立
て
を
行
う
と

決
算
指
標
に
大
き
な
影
響

が
出
て
く
る
。
財
源
と
こ

の
時
期
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
は
。
ま
た
、

こ
れ
に
よ
る
影
響
は
。

答
弁
　
奨
学
金
に
つ
い
て

は
平
成
２９
年
度
貸
し
付
け

予
定
に
見
合
う
金
額
を
積

み
立
て
る
も
の
で
あ
る
。

財
政
調
整
基
金
と
公
共
施

設
等
整
備
基
金
の
積
み
立

　
３
月
６
日
か
ら
始
ま
っ
た
平
成
29
年
第
1
回
定
例
会
、
29
年
度
の
当
初
予
算
と
28

年
度
の
補
正
予
算
の
審
議
を
行
っ
た
。
前
年
度
決
算
で
度
重
な
る
補
正
予
算
を
組
ん

だ
な
か
、
多
額
な
不
用
額
を
出
し
た
反
省
を
元
に
し
っ
か
り
と
吟
味
さ
れ
た
予
算
が

計
上
さ
れ
た
か
が
焦
点
で
あ
る
。
質
疑
の
一
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。

て
は
専
決
補
正
で
基
金
を

積
む
の
は
い
か
が
な
も
の

か
と
い
う
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
た
な
か
、
今
回
提

出
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
。

財
政
調
整
基
金
約
１２
億
３

千
万
円
、
公
共
施
設
等
整

備
基
金
６
億
７
千
万
円
で

あ
る
。
財
源
は
予
備
費
で

１
億
７
千
万
円
と
な
る
も

の
か
ら
計
上
し
て
い
る
。

影
響
と
し
て
は
決
算
収
支

に
影
響
す
る
。

補
正
予
算
の
組
み
方
に

　
　
　
問
題
あ
り
で
は

質
問
　
今
回
８
回
目
の
補

正
予
算
だ
。
６３
億
円
の
予

算
か
ら
６７
億
円
ま
で
補
正

で
積
み
上
げ
て
お
い
て
今

回
２
５
０
０
万
円
の
減
額

で
あ
る
。
い
か
が
な
も
の

か
。

答
弁
　
予
算
で
あ
る
の
で
、

必
要
な
も
の
を
必
要
な
だ

け
計
上
し
、
そ
の
中
で
運

用
し
て
い
く
。
国
の
も
の

ま
た
県
の
も
の
災
害
等
で

不
用
不
急
で
計
上
す
る
も

の
、
国
の
交
付
金
決
定
に

よ
る
減
額
な
ど
が
あ
る
。

各
課
で
予
算
管
理
を
し
て

い
る
が
定
例
会
毎
に
補
正

が
出
て
し
ま
う
の
が
現
状
。

余
っ
た
予
算
を

　
　
活
用
し
て
い
る
か

質
問
　
当
初
予
算
で
計
上

で
き
な
か
っ
た
事
業
を
、

余
っ
た
予
算
を
使
っ
て
今

回
の
補
正
で
計
上
し
て
い

る
か
。

答
弁
　
９
月
の
決
算
で
繰

越
金
が
出
て
く
る
。
そ
の

段
階
で
事
業
の
拾
い
上
げ

を
行
い
復
活
さ
せ
て
い

る
。
３
月
の
段
階
で
は
事

業
を
行
う
時
間
的
余
裕
が

な
い
。

高
齢
者
施
策
の

　
　
　
　
予
算
方
針
は

質
問
　
前
年
度
に
比
べ
観

光
局
の
設
立
、
観
光
施
策

に
重
点
を
置
い
た
予
算
措

置
だ
と
理
解
す
る
。
町
の

目
玉
事
業
の
観
点
か
ら
、

高
齢
者
施
策
の
方
が
非
常

に
重
要
で
は
な
い
か
と
思

う
が
。

答
弁
　
仮
称
観
光
局
に
よ

る
観
光
を
通
じ
た
地
域
づ

く
り
も
町
の
大
き
な
課
題

で
あ
り
テ
ー
マ
だ
。
ま
た
、

福
祉
の
面
で
も
高
齢
化
率

３２
・
１
％
で
あ
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一

層
の
推
進
を
図
り
介
護
予

防
認
知
症
対
策
に
大
き
く

取
り
組
ん
で
い
く
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
は
赤
字
経
営
か

質
問
　
歳
入
１
８
０
０
万

円
、
歳
出
が
１
７
９
０
万

円
、
こ
れ
で
は
赤
字
経
営

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
平
成
２６
年
度
に
オ

ー
プ
ン
当
時
の
２
５
０
０

人
程
度
の
利
用
者
か
ら
次

年
度
は
概
ね
６
千
人
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。
歳
出

と
歳
入
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら

い
の
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

清
流
苑
利
用
や
く
だ
も
の

狩
り
へ
の
大
き
な
波
及
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
も
更
な
る
利

用
者
増
を
予
定
し
て
い
る
。
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平
成
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
約
61
億
円
、
28
年
度
の
63
億
円
よ
り
２
億
円

少
な
い
。
28
年
度
末
８
回
目
の
補
正
で
28
年
度
一
般
会
計
は
67
億
円
に
膨
れ
あ
が
っ

た
。
こ
れ
と
比
べ
る
と
６
億
円
も
少
な
い
当
初
予
算
で
あ
る
。
そ
し
て
９
月
に
出
る

28
年
度
決
算
で
も
ま
た
５
億
円
ほ
ど
不
用
額
、
余
り
が
出
そ
う
で
あ
る
。
使
わ
れ
な

い
多
額
な
予
算
が
毎
年
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

地
域
起
こ
し
協
力
隊
と

集
落
支
援
員
の
違
い
は

質
問
　
今
ま
で
は
農
業
費

の
中
に
協
力
隊
と
支
援
員

の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
た
。

２９
年
度
予
算
で
は
消
防
費
、

保
健
体
育
費
に
振
り
分
け

ら
れ
て
い
る
。
今
回
振
り

分
け
た
理
由
と
協
力
隊
と

支
援
員
の
機
能
と
役
割
は
。

答
弁
　
協
力
隊
員
は
様
々

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
。
事
業
に

対
応
す
る
形
で
明
確
化
す

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対

応
す
る
事
業
予
算
と
し
て

計
上
し
た
。
集
落
支
援
員

は
集
落
課
題
を
地
域
の
人

と
一
緒
に
な
っ
て
相
談
し

支
援
し
て
い
く
、
ま
た
農

地
課
題
や
新
規
就
農
者
の

支
援
も
担
当
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

マ
ン
パ
ワ
ー
は

　
　
　
　
充
足
し
た
か

質
問
　
人
件
費
は
６
千
万

円
増
と
い
う
非
常
に
大
き

な
数
字
で
あ
る
。
総
額
で

は
平
成
２３
年
ベ
ー
ス
に
戻

っ
た
形
だ
。
将
来
を
見
据

え
た
人
員
計
画
が
重
要
だ
。

今
回
の
職
員
増
員
で
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
が
解
消
さ
れ

る
の
か
。

答
弁
　
そ
れ
ぞ
れ
の
課
の

来
年
度
以
降
に
必
要
な
人
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補
助
金
を
拠
出
す
る
理
由

は
。
ま
た
、
ど
ん
な
経
費

に
充
て
る
計
画
な
の
か
。

患
者
の
た
め
の
投
資
的
経

費
に
充
て
ら
れ
た
か
、
経

営
改
善
の
自
助
努
力
は
、

な
ど
審
査
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
補
助
金
を
１
億
円

と
す
る
根
拠
は
。

答
弁
　
不
採
算
の
分
を
担

う
公
的
病
院
の
役
割
と
い

う
の
は
、
地
域
医
療
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
。
一
応
３

年
を
区
切
り
と
し
て
、
補

助
の
継
続
に
つ
い
て
判
断

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
赤
字
は
こ
こ
数
年

改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。

経
営
状
況
の
報
告
を
鑑
み
、

交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
な

か
補
助
金
１
億
円
は
適
当

な
金
額
と
判
断
し
て
い
る
。

員
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、

き
ち
ん
と
育
て
て
い
く
こ

と
で
だ
ん
だ
ん
と
解
消
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

住
所
変
更
し
て
な
い
と

貰
え
な
い
補
助
金

質
問
　
ふ
る
さ
と
学
費
応

援
補
助
金
１
０
０
万
円
の

計
上
に
つ
い
て
、
前
年
度

予
算
の
半
額
だ
が
そ
の
理

由
は
。
ま
た
、大
学
を
卒
業

し
て
帰
っ
て
き
て
就
職
し

て
も
大
学
時
代
に
住
所
変

更
し
な
か
っ
た
た
め
対
象

外
と
な
っ
て
し
ま
う
今
の

制
度
は
改
善
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　
２８
年
度
予
算
額
で

は
２
２
４
万
円
で
約
４０
人

分
計
上
し
た
。
実
績
で
は

８
人
の
申
請
が
あ
り
補
助

を
行
っ
た
。
２９
年
度
は
２０

人
を
想
定
し
１
０
０
万
円

の
計
上
と
し
た
。
こ
の
補

助
金
制
度
は
新
た
に
松
川

町
に
住
民
登
録
を
し
た
者

と
あ
る
。
ご
指
摘
の
部
分

は
制
度
設
計
時
に
想
定
し

て
い
な
か
っ
た
。
人
材
確

保
の
側
面
も
あ
り
対
象
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
。

日
赤
病
院
へ
29
年
度
も

　
　
　
１
億
円
の
補
助

質
問
　
平
成
２５
年
度
か
ら

既
に
4
億
円
余
り
の
補
助

が
な
さ
れ
て
い
る
。
２８
年

度
か
ら
１
０
０
％
交
付
税

措
置
か
ら
実
績
に
対
し
８０

％
の
措
置
と
な
り
２
千
万

円
余
の
町
負
担
が
生
じ
て

い
る
。
町
の
中
核
病
院
で

あ
る
日
赤
の
補
助
に
は
反

対
で
は
な
い
が
、
多
額
な

本会議でのより詳しい議論は公式HP、会議録にてご覧になれます。 松川町　本会議　会議録



質問・意見答弁

旧東小学校体育館にあるボルダリング

社会文教
常任委員会員会、3月13日（月）・15日（水）に社会文教常任

算と平成29年度当初予算の審議と議員間討議を

　平成28年度一般会計補正予算・特別会計補正予算・平成29年度一般会計予算・特別会計予算につ
いて全員の賛成で当委員会では、原案の通り認めることが妥当と決しました。

　視察先は、旧東小、福与保育園（４月から再

度開園）、松川北小学校、子育て支援センター

おひさま、大島保育園の駐車場用地、旧北名子

保育園のコミュニティー教室、オレンジカフェ

の民家、中央小中庭で各現場で現状や課題につ

いて説明を受け状況について確認しました。

調査・研究

松川町議会だより 6No.1352017. 4.15

①小学校費の備品購入でタブレットと
あるが、ハード面の整備は良いことで
ある。利用に精通した人材や教育ソ
フトなどの整備については。
②地域密着型介護サービス給付金の
増と、デイサービスの一部が地域密
着型に移行した理由は。

③太陽光発電売電益での入学祝い金
2万円を支給する経緯について。

④下伊那赤十字病院への補助金と町
に負担については。

⑤未満児の保育料が３歳以上児に比
べて高いのはなぜか。

⑥ひまわり乗車券の880万円は28年
度より20万円減額になっている。運
転免許返納者も増えているなか、
設定根拠は。

①タブレット端末は中央小60台、北小が40台、合
計100台を予定している。LANを使ってそれぞれ
繋ぐ形になり今後は先生がたの視察研修などを行
い、有効に活用していきたい。

②町が指定するもので５施設がある。昼間はデイサ
ービスや訪問介護を行い、宿泊もできる施設で複数
の施設が組み合さった地域密着型サービスを使う、
一つの事業所で多様なニーズに対応しているので
利用者が増えていることによる。

③公共施設の屋根5カ所に設置されていて子育て支
援に使うように計画されている。小中学校入学時
の保護者負担は大きく入学準備の支援とした。

④町での負担は平成30年までの3年間を予定している。
地域医療を守るためには今後も継続していかなけ
ればと考える。補助金の使い道については独立採算
制であって経営に直接的に参加はしていない。

⑤２人目３人目では未満児も含め所得制限は設けず
２分の１無料の軽減を行っている。未満児の保育
料は保育士の配置や給食の分を高く設定している。
金額的には近隣市町村と大きく変わりはない。

⑥利用対象者の要綱の適正化と27年度の実績が
857万円であった。免許返納者増に対しては対応
ができていると考える。



質問・意見 答弁

町民の水瓶　中桐浄水場

総務産業建設
常任委員会 　３月9日（木）・10日（金）に総務産業建設常任委

委員会を開催し、付託された平成28年度補正予
行い各委員会ごとに現地調査を実施しました。

　一般会計補正予算で、財政調整基金8千万円、公共施設等整備基金増2千万円の積み立てを削除し、
減額分を予備費に計上する修正案が出され討論の結果、修正案に賛成３、反対３、同数により委員長
判断で修正案を可決しました。修正以外の部分及び平成29年度当初予算については原案通り全員賛
成でした。

　今回は上下水道関係３施設を視察しました。

まず片桐ダム堰堤より原水の取り入れ口や県計

画の小水力発電の説明を受け、中桐浄水場に移

動、原水から飲料水になる過程を視察後、前河

原にある公共下水浄化センターで、汚泥の脱水

装置の更新や今後計画の建屋の耐震補強工事の

説明を受けました。

調査・研究

7

①28年度木質バイオマス利活用研究
事業226万4千円、検討委員会で11
万3千円を盛って研究し、アンケート
調査もしてきている。新たな事業とし
ては29年度予算には載っていないが。
②都市計画費の委託料800万円、道
路の見直しマスタープランとは。

③商店街の街路灯取り替え補助金の
内容は。
④予備費の1千万円は昨年と同じ額で
あり、繰越金を当てにしていくという
予算取りは、財政規律上問題ではな
いのか。
⑤発電事業において太陽光発電のパ
ネルの経年劣化で20年後には大量
の処分費用が発生すると新聞等で
も懸念されている。今から処理費用
を計上しておくべきでは。
⑥総括質疑の確認で、財政調整基金8
千万円、公共施設等整備基金増2千
万円の積み立てについて、今回の補
正でなぜ計上しなければならないの
か。

①現在まだ調査中で28年度末に上がってくる予定。
近々に最終的な打ち合わせ協議をする予定である。

②県作成の松川町の都市計画のマスタープランや飯
田下伊那圏域のマスタープランがあるなか、都市計
画法に従い町独自のマスタープランをつくりなさい
という国からの指示で動いている。

③ＬＥＤランプの施工も検討したが、今回は水銀灯の
方で交換するということで80万円の予算とした。

④歳入と歳出が合わなくて苦労している部分もある。
予備費はどのくらいがいいのかという議論等もあ
るなかで、不要不急の何かあった折にはここで対応
できると考えている。

⑤経年劣化は20年間で最大20％程度と予想されてい
る。現段階から処理費の計上はまだ早いという考え
方である。

⑥今年度の不用額・節約額を見通した決果、積み立て
ても良いのではないか、また決算が出てから対応し
ていくのも一つの方法、この時期29年度見通しを
精査する中で政策的に基金に積み立てていくこと
も一つの方法だと考えている。
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8

　
長
野
商
工
会
議
所
は
平

成
１４
年
に
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
商
業

の
活
性
化
を
行
う
機
関
）

を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
１５
年

に
は
商
工
会
議
所
や
地
元

　
長
野
県
を
リ
ー
ド
す
る

飯
綱
町
議
会
と
の
交
流
で
、

議
会
改
革
の
糸
口
を
探
っ

た
。
寺
島
渉
議
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
１
２

８
頁
に
及
ぶ
白
書
を
ま
と

め
あ
げ
た
。
議
会
本
来
の

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

執
行
側
と
あ
ら
ゆ
る
面
で

切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い
の

力
量
を
高
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
住
民
の
確
か
な
暮
ら

し
が
営
ま
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
学
ぶ
べ
き
点
は
政
策
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
で
あ
る
。

現
状
把
握
・
問
題
点
の
整 民間活力で整備された店舗民間活力で整備された店舗

リードするスーパー議長リードするスーパー議長

我が町にも必要 農園ごとのオリジナルワインを醸造我が町にも必要 農園ごとのオリジナルワインを醸造

議会のうごき

商
店
街
が
出
資
し
て
㈱
ま

ち
づ
く
り
長
野
を
設
立
し

た
。

　
ダ
イ
エ
ー
長
野
店
や
長

野
そ
ご
う
跡
を
再
生
す
る

と
共
に
、
中
心
商
店
街
に

位
置
す
る
十
数
個
の
蔵
を

活
用
し
て
新
た
な
施
設
を

オ
ー
プ
ン
し
、
着
実
に
賑

わ
い
を
戻
し
て
き
て
い
る
。

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

腰
原
照
夫
氏
の
能
力
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
か
け
る

情
熱
の
結
果
で
あ
る
と
も

感
じ
た
。

　
新
井
商
店
街
で
も
空
き

店
舗
対
策
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
起
業
家
の
育
成

や
、
他
地
区
か
ら
の
入
店

希
望
に
も
柔
軟
に
対
応
で

き
る
窓
口
を
設
置
す
る
こ

と
が
不
可
欠
。
活
性
化
に

は
、
行
政
と
地
域
が
適
切

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

も
つ
こ
と
が
最
も
重
要
だ
。
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積極的に視察・研修 を重ねる積極的に視察・研修 を重ねる
議員力を磨く提言に向けて 議員力を磨く

理
・
取
り
組
む
べ
き
こ
と

を
基
本
に
１５
人
が
議
論
し

て
い
る
。
将
来
を
担
う
議

員
の
育
成
に
も
つ
な
が
り

住
民
の
声
が
確
実
に
反
映

さ
れ
る
。
議
会
だ
よ
り
モ

ニ
タ
ー
制
度
も
実
施
さ
れ

５０
人
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
議
会
情
報
の
発
信
も

住
民
が
見
や
す
い
番
組
作

り
へ
と
努
力
が
見
ら
れ
た
。

　
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
あ
り

画
家
で
あ
り
、
農
園
主

「
ヴ
ィ
ラ
デ
ス
ト
ワ
イ
ナ

リ
ー
」
の
オ
ー
ナ
ー
玉
村

豊
男
氏
が
画
い
た
千
曲
川

ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想
の
今

と
こ
れ
か
ら
を
展
望
し
た
。

　
千
曲
川
流
域
を
活
性
化

し
た
い
、
就
農
希
望
の
若

者
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
開
設
を

夢
見
る
人
の
背
中
を
押
し

た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら

始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
」

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
す

る
ワ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
に

全
国
か
ら
人
が
集
ま
る
。

　
東
御
市
で
は
市
の
支
援

制
度
と
県
の
里
親
制
度
を

合
わ
せ
、
農
業
の
担
い
手

の
受
け
入
れ
育
成
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
は
、
農
業
の
理
論

と
実
際
を
研
修
し
、
習
得

す
る
場
所
で
、
住
居
室
は

２
Ｄ
Ｋ
４
世
帯
分
、
研
修

生
は
家
族
で
３
年
間
入
居

が
で
き
る
。

　
就
農
の
最
初
の
課
題
は

資
金
と
農
地
の
確
保
、
そ

し
て
住
居
で
あ
る
。
そ
れ

ら
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て

紹
介
し
、「
就
農
の
壁
」
を

取
り
払
う
こ
と
の
重
要
性

を
確
認
し
た
。

　
ワ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
が

開
講
さ
れ
、
ワ
イ
ン
用
ブ

ド
ウ
栽
培
に
取
り
組
も
う

と
す
る
新
規
就
農
者
が
急

増
し
て
い
る
。
見
習
う
べ

き
は
振
興
策
と
就
農
策
だ
。

リ
ー
ダ
ー
の
情
熱
が

　
　
　
　
ま
ち
を
変
え
る

先
進
地
に
学
ぶ

長
野
市

 

㈱
ま
ち
づ
く
り
長
野

飯
綱
町

　
　
議
会
改
革

長
野
市

 

㈱
ま
ち
づ
く
り
長
野

玉
村
豊
男
ワ
イ
ナ
リ
ー

千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想

玉
村
豊
男
ワ
イ
ナ
リ
ー

千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想

東
御
市

就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

東
御
市

就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

飯
綱
町

　
　
議
会
改
革
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1
月
１７
日
、
第
２
回
町

村
議
会
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
in
長
野
が
１６
町
村
が
参

加
し
、
波
田
文
化
セ
ン
タ

ー
　
ア
ク
ト
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

○
『
議
員
の
な
り
手
不
足

　
に
つ
い
て
』

○
『
政
策
提
言
の
あ
り
方

　
に
つ
い
て
』

の
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
事
例
発
表
が
あ
り
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。
当
議
会
か
ら
は
『
政

策
提
言
の
あ
り
方
に
つ
い

て
』
①
議
会
活
性
化
の
道

の
り
　
②
政
策
提
言
ま
で

の
経
過
　
③
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

多
く
の
町
村
議
会
が
将
来

を
担
う
若
者
の
議
員
の
な

り
手
不
足
に
悩
み
を
抱
え

て
い
る
。
地
域
社
会
の
変

化
に
伴
い
、
住
民
の
行
政

や
議
会
に
対
す
る
関
心
・

問
題
意
識
・
参
加
意
識
が

薄
れ
て
い
る
。
地
方
自
治

を
担
う
新
し
い
地
方
議
会

創
り
を
進
め
る
う
え
で
、

多
様
な
人
た
ち
が
活
躍
で

き
る
た
め
に
も
、
定
数
・

報
酬
に
つ
い
て
議
論
が
必

要
で
あ
る
と
、
パ
ネ
ラ
ー

の
大
学
教
授
・
江
藤
俊
昭

氏
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
先
進
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
飯
綱

町
議
会
の
視
察
研
修
を
行

う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　
平
成
２８
年
度
、
高
森
町

議
会
と
松
川
町
議
会
の
交

流
会
が
、
２
月
２４
日
に
町

の
中
央
公
民
館
「
え
み
り

あ
」
で
開
催
し
た
。
講
演

会
に
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
渡

航
報
告
と
し
て
「
コ
ス
タ

リ
カ
で
伝
え
た
い
こ
と
、

考
え
た
こ
と
」
の
演
題
で

高
坂
教
育
長
よ
り
講
演
が

あ
っ
た
。

　
意
見
交
換
会
に
お
い
て

は
、
松
川
町
議
会
よ
り
広

報
・
広
聴
委
員
会
の
立
ち

上
げ
と
、
政
務
活
動
費
に

つ
い
て
、
高
森
町
議
会
か

ら
は
議
員
定
数
問
題
と
報

酬
問
題
に
つ
い
て
の
報
告

が
な
さ
れ
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
み
ら
れ
た
。

　
藤
山
浩
氏
（
島
根
県
中

山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

の
講
演
会
・
意
見
交
換
が

あ
っ
た
。
飯
田
市
・
阿
智

村
が
抱
え
る
地
域
の
課
題

を
、
島
根
県
の
具
体
的
な

事
例
報
告
と
い
う
形
で
語

ら
れ
た
。
都
会
に
住
む
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
が
移
住
先

を
選
び
に
あ
た
っ
て
、
①

「
中
途
半
端
で
は
な
い
」
田

舎
で
あ
る
。
②
簡
単
に
帰

省
で
き
る
場
所
で
な
い
こ

と
が
条
件
だ
と
い
う
。
地

域
に
い
る
人
々
の
大
切
な

こ
と
は
、
共
に
過
去
を
振

り
返
っ
て
み
る
こ
と
で
あ

り
、
地
域
は
一
人
ひ
と
り

の
生
き
た
姿
を
記
憶
し
未

来
へ
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
。

人
口
と
は
人
生
の
数
。
金

を
か
け
た
も
の
が
必
ず
し

も
残
ら
な
い
。
本
気
で
活

動
で
き
た
人
の
記
憶
が
尊

い
。
自
ら
の
地
域
に
合
っ

た
解
決
策
は
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
。
（
１
╱
２０
　

飯
田
市
）

　
芳
野
政
明
氏
（
広
報
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
を
講
師

に
、
基
本
と
編
集
を
学
び

ま
し
た
。
発
行
の
目
的
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
議
会
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に

あ
る
。
町
・
町
民
に
く
ら

し
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

地
域
課
題
を
認
知
し
て
も

ら
い
、
解
決
へ
参
加
を
促

す
こ
と
だ
。
議
案
の
議
決

に
至
る
経
過
や
行
政
監
視
、

政
策
提
案
な
ど
、
町
民
へ

の
説
明
責
任
や
判
断
材
料

の
提
供
の
役
目
を
果
た
す

た
め
の
情
報
発
信
の
ツ
ー

ル
で
あ
る
こ
と
。
特
集
は

町
民
の
知
り
た
い
こ
と
、

読
み
た
く
な
る
内
容
に
し
、

さ
ら
に
、
見
出
し
や
記
事
・

写
真
な
ど
を
効
果
的
に
レ

イ
ア
ウ
ト
し
、
分
か
り
や

す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面

制
作
に
も
習
熟
し
た
い
。

独
自
の
工
夫
も
加
え
な
が

ら
訴
求
す
る
紙
面
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
も
、
実
物

を
使
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

（
１
╱
３０
　

安
曇
野
市
）

事例発表する松川議会

活発な意見交換

事例発表する松川議会

活発な意見交換

クリニックをバネにクリニックをバネに

質
疑
集
中
の

　
　
議
会
交
流
会

飯
伊
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

待
っ
た
な
し
の
議
会
改
革

松川町議会だより No.1352017. 4.15

積極的に視察・研修 を重ねる積極的に視察・研修 を重ねる
提言に向けて提言に向けて第

２
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

田
園
回
帰
の
時
代

県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

読
ま
れ
伝
わ
る

　『
議
会
だ
よ
り
』に



松川町議会だより 10No.1352017. 4.15

　
講
師
は
認
知
症
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
イ
ト
の
小
松
敏
美

氏
（
下
伊
那
赤
十
字
病
院

師
長
╱
町
委
託
・
オ
レ
ン

ジ
推
進
員
）
。
誰
も
が
認

知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
を
も
ち
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
支
え
る
手
立

て
を
知
っ
て
い
れ
ば
「
尊

厳
あ
る
暮
ら
し
」
を
み
ん

な
で
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可

能
性
の
あ
る
病
気
で
あ
る
。

い
つ
自
分
や
家
族
が
、
あ

る
い
は
友
人
や
知
り
合
い

が
認
知
症
に
な
る
か
わ
か

ら
な
い
。
他
人
ご
と
と
し

て
無
関
心
で
い
る
の
で
は

な
く
、
「
自
分
の
問
題
」

と
い
う
認
識
を
も
つ
こ
と
。

テ
キ
ス
ト
と
実
践
ビ
デ
オ

を
見
な
が
ら
学
ん
だ
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
困
ら
な

い
よ
う
に
共
に
支
え
合
う

地
域
に
す
る
た
め
に
、
一

人
ひ
と
り
が
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
大

切
で
す
。（
受
講
者
に
は

オ
レ
ン
ジ
バ
ン
ド
が
配
ら

れ
ま
し
た
。）

　
平
成
２７
年
５
月
２７
日
に

改
正
法
が
成
立
し
、
平
成

３０
年
度
に
新
制
度
が
施
行

さ
れ
る
の
に
伴
い
、
本
年

度
が
準
備
最
終
年
に
あ
た

る
。
町
民
の
健
康
と
く
ら

し
に
直
接
係
わ
る
こ
と
で

あ
り
、
町
の
準
備
内
容
を

確
認
し
、
保
健
制
度
に
お

け
る
き
め
細
か
い
事
業
を

引
き
続
き
担
う
行
政
の
役

割
を
担
当
課
よ
り
学
ん
だ
。

①
国
保
制
度
改
革
の
経
緯

と
概
要
。
②
新
た
な
財
政

運
営
の
仕
組
み
。
③
新
た

な
事
務
運
営
の
仕
組
み
。

④
施
行
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
。
の
解
説
。

　
参
考
資
料
と
し
て
、
長

野
県
内
市
町
村
別
の
平
成

２４
〜
２６
年
度
平
均
収
納
率

類
型
表
（
一
般
被
保
険
者

現
年
度
分
）
と
、
同
市
町

村
別
一
人
当
た
り
実
績
医

療
費
一
覧
（
圏
別
一
人
当

た
り
医
療
費
は
圏
内
総
医

療
費
を
圏
内
年
間
平
均
被

保
険
者
数
で
除
し
た
数

値
）
な
ど
の
実
績
デ
ー
タ

も
示
さ
れ
た
。

　
３
月
議
会
よ
り
チ
ャ
ン

ネ
ル
・
ユ
ー
の
一
般
質
問

の
再
放
送
が
、
一
議
員
ず

つ
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
つ
い
て
は

「
議
会
だ
よ
り
」
に
は
要

約
さ
れ
た
質
問
と
答
弁
が

掲
載
さ
れ
ま
す
が
、
ス
ペ

ー
ス
も
限
ら
れ
双
方
の
発

言
が
詳
し
く
わ
か
る
の
は
、

議
会
放
送
か
議
会
議
事
録

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
再
々

放
送
に
つ
い
て
も
現
在
要

請
中
で
す
。

　
仮
称
「
議
会
の
時
間
」

の
第
１
回
が
５
月
に
放
映

予
定
で
準
備
中
で
す
。
議

会
の
こ
と
、
議
員
の
活
動

の
こ
と
な
ど
、
知
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
議

会
広
聴
部
へ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
声
が
作

る
番
組
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
議
会
と
語
る
会
」
開

催
に
つ
い
て
は
、
関
係
各

位
の
方
々
と
調
整
を
し
、

ご
案
内
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
に
関
す
る
ご
意
見
は
、

議
会
事
務
局
・
各
議
員
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
議
会
で
は
、
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
く
政
策
立

案
及
び
提
言
を
積
極
的
に

実
践
す
る
一
環
と
し
て
政

策
討
論
会
や
議
会
と
語
る

会
に
て
課
題
を
決
め
、
議

論
を
重
ね
て
、
提
言
し
た
。

●
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
関
す
る
提
言

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
関
す
る
町
民
の
意
見
の

把
握
と
対
応
。
②
平
成
２７

年
３
月
１０
日
提
出
済
み
の

農
業
政
策
に
関
す
る
提
言

の
即
時
実
行
。
③
第
５
次

総
合
計
画
に
照
ら
し
た
土

地
利
用
の
方
向
性
の
確
立
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
発
信

に
よ
る
共
通
認
識
の
醸
成
。

●
松
川
町
青
年
の
家
宿
泊

棟
に
関
す
る
提
言

①
平
成
２９
年
度
中
で
の
宿

泊
棟
の
繰
り
上
げ
整
備
完

了
。
②
青
年
の
家
の
管
理

運
用
部
署
の
変
更
と
平
成

２８
年
度
ま
で
の
事
業
の
継

続
運
営
と
現
ス
タ
ッ
フ
の

継
続
雇
用
。
③
施
設
管
理

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
育

成
の
実
施
。

　

3
╱
2

広
聴
部
よ
り

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
備
え
て

認
知
症
を
学
び
地
域
で
支
え
る
た
め
に

学
ぶ

議
会
か
ら
町
長
へ
二
つ
の
提
言

　
　
　
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か

提
言

学
ぶ

チ
ャ
ン
ネ
ル
・
ユ
ー
の
議
会
放
送
を

　
　
　
　
変
更
し
ま
し
た

聴
く



1/14 （水） 役場仕事始めの式　
  商工会新春年賀会 
1/16 （金） 広報部会 
1/18 （日） 消防団出初式 
1/17 （火） 北部ブロック議会運営委員会 
1/18 （水） 福祉を考える集会 
1/19 （木） 議会政策討論会
  社会文教常任委員会 
1/20 （金） 飯伊市町村議会議員研修会 
1/26 （木） 下伊那赤十字病院運営協議会 
1/27 （金） 政策討論会　議員協議会　
  松川町都市計画審議会　
  広聴部会 
1/31 （火） 広報クリニック研修（安曇野）
2/12 （木） 議会運営委員会　議会全員協議会
2/16 （月） 南信州広域連合協議会

2/17 （火） 中部伊那町村議会協議会等提言
  　　行動報告会
2/18 （水） 下伊那北部総合事務組合定例会 
2/19 （木） 竜西一貫水路視察
2/10 （金） 総務産業建設常任委員会視察調査　
  太陽光発電視察  
2/13 （月） 長野市・飯綱町議会調査研修
2/14 （火） 東御町議会調査研修
2/15 （水） 三遠南信議長協議会総会サミット
2/16 （木） 社会文教常任委員会
2/18 （土） 福祉を考える集会
2/20 （月） 認知症サポーター養成講座 
2/22 （水） 農商工連携講演会
2/23 （木） 県議長会定期総会情報交換会
2/24 （金） 議会政策討論会
  高森町議会交流会

2/27 （月） 議会全員協議会
2/28 （火） 南信州広域連合定例会
3/16 （月） 議会全員協議会　本会議（開会） 
3/17 （火） 本会議（総括質疑） 
3/19 （木） 総務産業建設常任委員会 
3/10 （金） 総務産業建設常任委員会 
3/13 （月） 社会文教常任委員会 
3/15 （水） 社会文教常任委員会 
3/21 （火） 本会議（一般質問） 
3/22 （水） 本会議（最終日） 
3/23 （木） 県議長会定期総会 
3/25 （土） 健康を考える集会 
3/27 （月） 清流苑経営会議 
3/28 （火） 南信州広域連合定例会 
3/29 （水） 広報部会 

平成29年第1回定例会議決結果

特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 人事院勧告に伴う条例改正

人事院勧告に伴う条例改正

人事院勧告に伴う条例改正

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

条
　　　　　例

平
成
29
年
度
当
初
予
算

平
成
28
年
度
補
正
予
算

議決

財産購入

意見書

指定管理
者の指定

松川町税条例の一部を改正する条例の制定について  地方税法改正に伴う条例改

松川町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例の制定について 児童扶養手当法施行令の改正

松川町使用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 宿泊施設使用料及び付属施設利用料の改正

一般会計予算 61億8200万円

可決国民健康保険事業特別会計予算 16億9340万3千円

可決後期高齢者医療特別会計予算 1億4839万3千円

可決介護保険事業特別会計予算 13億0564万4千円

可決公共下水道事業特別会計予算 3億9633万9千円

可決農業集落排水事業特別会計予算 3億8776万1千円

可決保養宿泊施設事業特別会計予算 5億3995万6千円

可決発電事業特別会計予算 　　　　　932万8千円

可決水道事業会計予算

可決一般会計補正予算(第7回) 299万6千円を追加し、67億8765万円に

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

一般会計補正予算(第8回)修正提案を除く部分 2577万4千円を減額し、67億6187万6千円に

国民健康保険事業特別会計補正予算（第4回） 801万円を減額し、17億469万8千円に

後期高齢者医療特別会計予算（第2回） 172万4千円を減額し、1億4985万円に

介護保険事業特別会計補正予算(第3回) 5146万円を減額し、12億6931万7千円に

公共下水道事業特別会計補正予算(第3回) 223万5千円を追加し、3億3487万2千円に

農業集落排水事業特別会計補正予算(第3回) 141万1千円を追加し、3億9575万7千円に

保養宿泊施設事業特別会計補正予算(第3回) 運営費107万4千円を予備費とする

発電事業特別会計補正予算(第2回) 109万1千円を追加し、870万6千円に

可決水道事業会計補正予算(第3回)

可決松川町青年の家建物及び土地等の取得について 土地35,296.57㎡、本館棟1,732.83㎡、体育館694.87㎡、倉庫69.02㎡

可決地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書の提出について 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

高齢者支えあい拠点施設の指定管理者の指定について 古町南部・西山・増野・上町　各自治会長

辺地に係る総合整備計画の変更について 除雪機械等設備・小型動力ポンプ搭載自動車
およりての森公園整備・町道229号線道路改良

議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

件　　　　　名 結 果 内　　　　容

平成29年第1回定例会議決結果

件　　　　　名

条例 松川青年の家特別会計廃止について

総務費9億3572万7千円→8億1875万8千円、
予備費7736万3千円→1億7736万3千円

米
山
郁
子

佐
藤
史
人

川
瀬
八
十
治

大
蔵
　
洋

中
平
文
夫

菅
沼
一
弘

黒
澤
哲
郎

坂
本
勇
治

熊
谷
宗
明

米
山
俊
孝

島
田
弘
美

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

結果 内　　容

可決

可決
松川町一般会計補正予算（第8回）に
対する修正動議

松川町特別会計条例の一部を改正
する条例の制定について
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収入　3億2269万8千円　　支出　4億8257万8千円

収入　4億　438万1千円　　支出　5億5525万9千円

Ｈ28年度
補正予算

▼  ▼  ○  ○  ○  ○  ▼  ▼  ○  ○  ○  ○  ▼

○  ○  ▼  ▼  ▼  ▼  ○  ○  ○  ▼  ▼  ○  ○

●多数決により議決されたもの

●全会一致で議決されたもの

○ 賛成　▼ 反対



松川町議会だより 12No.1352017. 4.15

1　坂本勇治議員 （13ページ）
・課題解決の経過と実績は
・役場内の業務仕分けと見直しは

2　熊谷宗明議員 （14ページ）
・コスタリカ共和国との友好交流の意義は
・各種集会から見えてきた課題と対応策は

3　大蔵　洋議員 （15ページ）
・ふるさと納税制度への対応について
・南信州まつかわ観光局（仮称）設立に
　向けた進め方について

4　川瀬八十治議員（16ページ）
・高齢化社会が進む中、現在の介護施設
　について
・認知症対策について

5　佐藤史人議員 （17ページ）
・町民への教育施策について
・ハーフマラソン大会について

6　中平文夫議員 （18ページ）
・核となる自治会活動の支援について　
・情報発信のメディア活用について

7　島田弘美議員 （19ページ）
・人口減少社会における行政サービスに
　ついて
・職員の働く場での生きがいと人事について

8　米山郁子議員 （20ページ）
・火災や災害に強い地域力のある
　まちづくりの取組状況は有効であるのか

9　菅沼一弘議員 （21ページ）
・認知症予防対策について
・放置自転車について対策について

10　間瀬重男議員 （22ページ）
・英語教育の現状と今後の進め方の考えは
・小中学校へのエアコン設置について

11　黒澤哲郎議員 （23ページ）
・町長がチャンネル・ユー社長の是非に
　ついて
・所信表明に関しての質問

　
住
民
参
加
型
の
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
投
稿
・
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

純
真
な
笑
顔
の
瞬
間
を
！

　
保
育
園
・
小
中
学
校
の

行
事
な
ど
で
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
撮
影
し
た
写

真
を
投
稿
く
だ
さ
い
。

言
い
た
い
聞
き
た
い
！

　
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

や
疑
問
な
ど
を
投
稿
く
だ

さ
い
。
ど
ん
な
視
点
で
も

結
構
で
す
。

議
会
広
報
紙
を
チ
ェッ
ク
！

　
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
お
気
づ
き
の
点
、

批
評
な
ど
を
、
自
由
な
視

点
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

I have a D
ream

募
集

　
議
会
だ
よ
り
で
は
裏
表

紙
に

I h
a
v
e
 a
 D
re
a
m

コ
ー
ナ
ー
で
子
ど
も
た
ち

が
元
気
に
頑
張
る
姿
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
学
校
で

の
活
動
、
社
会
体
育
の
活

動
、
文
化
活
動
、
地
域
の

活
動
な
ど
を
写
真
と
記
事

で
掲
載
し
ま
す
。
代
表
の

方
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
合
せ
先

　
各
募
集
の
投
稿
や
条
件

の
お
問
い
合
わ
せ
は
議
会

事
務
局
ま
で
。

３
６

－

７
０
２
０

gikai@
m
atsukaw

a-tow
n.jp

募集
皆
さ
ま
と
つ
く
る
議
会
だ
よ
り

12月～3月の政務活動費実績
（7,000円×4カ月＝28,000円）

森谷　岩夫

熊谷　宗明

松井　悦子

間瀬　重男

米山　俊孝

坂本　勇治

中平　文夫

黒澤　哲郎

菅沼　一弘

島田　弘美

大蔵　　洋

川瀬八十治

佐藤　史人

米山　郁子

28,000

28,000

未申請

28,000

28,000

28,000

28,000

28,000

28,000

未申請

未申請

28,000

28,000

28,000

2/14～15 長野・飯綱・東御市研修

2/14～15 長野・飯綱・東御市研修

2/14～15 長野・飯綱・東御市研修

2/14～15 長野・飯綱・東御市研修

2/14～15 長野・飯綱・東御市研修

2/14～15 長野・飯綱・東御市研修

書籍代（自治六法）

2/14～15 長野・飯綱・東御市研修

2/14～15 長野・飯綱・東御市研修

2/14～15 長野・飯綱・東御市研修

1/17 地方議員研修（防災＆政策条例）

2/14～15 長野・飯綱・東御市研修

14,252

14,257

0

14,257

14,257

14,257

14,257

5,918

14,257

14,257

0

0

0

14,257

25,000

13,694

氏名 活動内容 支出額申請額
交付額
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坂本勇治 議員坂本勇治 議員

PDCAサイクル

無駄を見つけてゆとりを作ろう
ゆとりはアイデアの泉
その仕事本当に必要？

改善すればPFも夢じゃない

（
問
）
町
長
は
民
間
手
法
で

あ
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

や
報
連
相
・
５
W
１
H
を

推
進
し
て
い
く
と
言
っ
て

６
年
に
な
る
。
今
ま
で
何

人
も
の
質
問
に
、
道
半
ば

だ
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

職
員
に
運
用
方
法
が
伝
わ

っ
て
い
な
い
の
で
は
と
思

う
が
、
行
政
業
務
に
生
か

さ
れ
機
能
し
て
い
る
か
。

（
町
長
）
就
任
時
の
目
標
の

一
つ
に
行
政
の
意
識
、
発

想
の
転
換
を
掲
げ
、
職
員

に
対
し
て
朝
礼
な
ど
で
話

し
徹
底
を
図
っ
て
き
た
。

ま
た
、
課
長
会
議
で
も
、

一
年
間
何
を
目
指
し
て
い

く
の
か
を
話
し
合
っ
て
、

目
的
意
識
を
も
っ
て
、
四

半
期
ご
と
に
目
標
と
実
績

を
見
直
す
よ
う
指
示
し
て

い
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

P
D
C
A
に
つ
い
て
は
総

合
計
画
組
織
目
標
、
行
政

評
価
人
事
評
価
制
度
な
ど

で
成
果
を
見
な
が
ら
改
善

を
図
っ
て
い
る
が
、
経
過

を
見
た
な
か
で
、
改
善
を

ど
の
よ
う
に
サ
イ
ク
ル
に

繋
ぐ
か
が
課
題
だ
と
思
っ

て
い
る
。

（
総
務
課
長
）
行
政

と
民
間
で
の
違
い

は
ス
ピ
ー
ド
感
と

コ
ス
ト
感
覚
が
足

り
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
民
間
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
も
指
導

を
受
け
、
職
員
に

も
浸
透
さ
せ
て
改

善
を
図
っ
て
い
く
。

（
問
）
行
政
と
町
民
の
思
い

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
は

と
思
う
が
、
町
民
の
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
や
ご
意
見
な
ど

思
い
を
ど
の
よ
う
に
聞
き
事

業
に
反
映
し
て
い
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
区

会
、
町
政
懇
談
会
、
出
前

講
座
な
ど
、
広
報
も
含
め

て
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
。

説
明
者
の
技
量
の
差
な
ど

を
減
ら
す
た
め
、
説
明
事

項
の
目
揃
え
や
事
前
の
研

（
総
務
課
長
）
職
員
の
中
か

ら
希
望
者
や
、
担
当
課
の

中
で
、
資
格
を
取
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

中
途
採
用
で
も
必
要
な
専

門
職
は
、
採
用
し
て
い
る
。

（
問
）
新
規
事
業
が
毎
年
増

え
る
な
か
で
仕
事
量
が
増

え
、
職
員
の
残
業
時
間
が

長
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

と
心
配
し
て
い
る
が
、
適

正
な
労
働
時
間
と
健
全
な

労
働
環
境
の
確
保
と
人
件

費
の
削
減
な
ど
、
事
業
や

業
務
の
無
駄
を
無
く
す
取

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
ハ

ー
ド
や
ソ
フ
ト
に
精
通
し

て
い
る
職
員
は
い
な
い
の

が
現
状
で
、
課
題
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

り
組
み
、
必
要
最
小
限
の

業
務
に
す
る
た
め
の
事
業

仕
分
け
は
で
き
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
監
査
委
員
か

ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

職
員
間
で
も
提
案
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
実

行
し
て
い
け
ば
い
い
か
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

修
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
住

民
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
て
き
て
い
る
。

（
問
）
町
長
は
自
治
会
単
位

の
懇
談
会
に
も
出
席
し
て

直
接
町
民
の
意
見
を
聴
い

て
い
る
が
、
行
政
職
員
の

意
識
改
革
や
聞
く
力
、
報

連
相
と
言
っ
た
教
育
に
逆

効
果
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
住
民
目
線
に
立
っ

て
聞
く
と
言
う
の
が
私
の

姿
勢
だ
。
住
民
か
ら
の
質

問
は
、
で
き
る
だ
け
担
当

課
長
や
職
員
に
答
弁
さ
せ

て
い
る
。

（
問
）
地
方
自
治
体
は
変
革

の
時
代
で
あ
り
、
大
局
的

に
見
る
力
、専
門
力
、想
像

力
と
戦
略
的
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
い
か
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

政
策
に
生
か
し
て
い
け
る

か
が
大
切
だ
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
な
ど
委
託
業
務
も

多
額
な
投
資
や
支
出
が
あ

り
早
急
な
見
直
し
が
必
要

だ
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

合
っ
た
専
門
職
員
の
採
用

は
適
切
に
さ
れ
て
い
る
か
。

問答

行
政
業
務
の
民
間
感
覚
と
は

住
民
目
線
に
立
ち
丁
寧
に
話
を
聞
く
こ
と
だ

問答

業
務
仕
分
け
は
で
き
て
い
る
か

手
が
付
い
て
い
な
い
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全員が主役になって継続を

戦後の生活改善からヒントを学ぶ（増野地区）

熊谷宗明 議員熊谷宗明 議員

（
問
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
正
式
に

登
録
が
さ
れ
歩
み
始
め
て

い
る
。
町
民
あ
げ
て
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
構
築
の
た

め
に
は
、
し
っ
か
り
と
し

た
交
流
の
意
義
が
必
要
と

考
え
る
が
。

（
町
長
）
未
知
の
世
界
を

知
る
こ
と
は
人
間
に
と
っ

て
喜
び
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
も
給
食
を

一
緒
に
食
べ
た
り
遊
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
将
来
に
向

け
て
新
し
い
世
界
が
開
け

て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
問
）
計
画
に
は
中
高
生
の

派
遣
事
業
が
あ
り
、
心
配

す
る
声
も
あ
る
が
。

（
教
育
長
）
言
葉
の
問
題
や

行
き
帰
り
の
時
間
的
な
問

題
な
ど
で
、
現
在
の
と
こ

ろ
中
学
生
は
考
え
て
い
な

い
。
名
乗
り
を
上
げ
て
く

る
高
校
生
が
い
れ
ば
考
え

て
い
き
た
い
。

（
問
）
町
長
は
コ
ス
タ
リ
カ

訪
問
、
奥
深
い
山
の
開
拓

地
の
視
察
を
通
し
て
何
を

学
び
、
行
政
運
営
の
な
か

で
何
を
生
か
そ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

（
町
長
）
平
和
の
大
切
さ
を

一
番
痛
感
し
た
。
お
互
い

に
助
け
合
っ
て
一
生
懸
命

自
分
た
ち
の
生
活
を
向
上

さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
そ

の
ひ
た
む
き
な
目
の
輝
き

に
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。

（
問
）
教
育
長
は
生
活
改
善

派
遣
事
業
と
い
う
任
務
の

も
と
、
町
の
農
村
開
発
を

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
に
臨

ん
で
き
た
。
住
民
の
意
識

を
改
革
し
、
自
治
力
を
高

め
て
い
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
行
政
職
員
か
ら
学

ん
だ
も
の
は
何
か
。

（
教
育
長
）「
私
た
ち
の
仕

事
は
住
民
が
考
え
、
議
論

し
、
住
民
が
決
め
る
こ
と

を
支
援
す
る
こ
と
で
す
」

あ
く
ま
で
も
住
民
主
体
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
の
が
支
援
す
る
者
の
立

場
で
あ
る
。
戦
後
の
開
拓

地
で
開
か
れ
た
婦
人
学
級

を
指
導
し
て
き
た
公
民
館

主
事
の
問
題
解
決
へ
の
道

筋
づ
く
り
に
立
ち
戻
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
。
歴
史

の
営
み
の
な
か
に
素
晴
ら

し
い
良
さ
が
あ
る
。

（
問
）
休
会
も
考
え
ら
れ
て

い
た
第
４１
回
健
康
を
考
え

る
集
会
が
開
催
で
き
た
こ

と
に
意
義
深
さ
を
感
じ
る
。

　
行
政
主
導
で
な
く
、
公

民
館
活
動
を
軸
に
住
民
主

体
で
支
え
て
い
く
体
制
づ

く
り
を
ど
う
構
築
し
て
い

く
の
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
長
い
歴

史
の
な
か
で
徐
々
に
行
政

主
導
に
な
っ
て
き
た
感
が

あ
る
。
引
き
続
い
て
保
健

師
、
栄
養
士
が
自
主
グ
ル

ー
プ
に
関
わ
っ
て
い
く
が
、

あ
く
ま
で
も
課
題
を
自
分

た
ち
で
決
め
る
こ
と
が
住

民
主
体
の
第
一
歩
だ
と
考

え
て
い
る
。

（
問
）
地
区
公
民
館
の
主
事

や
本
館
部
員
の
な
り
手
が

い
な
い
こ
と
が
顕
在
化
し

て
き
た
。
対
応
策
は
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
時
代
背

景
を
考
え
、
会
合
の
回
数

や
時
間
、
効
率
的
な
話
し

合
い
を
研
究
し
て
い
く
。

※

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー…

会
議
で
の
特
殊
な
中
立
的
進
行
役
。
参
加
者
の
心
理
や
状
況
を
読
み
、
意
見
や
考
え
を
引
き
出
す

問答

コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国
と
の
友
好
交
流
の
意
義
は

平
和
の
大
切
さ
、
ひ
た
む
き
な
目
の
輝
き

問答

各
集
会
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
と
対
応
策
は

課
題
を
自
分
た
ち
で
決
め
る
こ
と
が
第
一
歩
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返礼品は自慢の特産品だ

まつかわブランドを求めて

（
問
）
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

地
方
を
応
援
す
る
目
的
で

制
度
化
さ
れ
た
納
税
制
度

で
あ
る
。
歳
入
を
少
し
で

も
確
保
し
よ
う
と
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治

体
と
比
較
す
る
と
寄
附
額

の
伸
び
が
あ
ま
り
に
も
少

な
い
。
伸
び
な
い
原
因
は
。

現
状
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
か
。

（
町
長
）
制
度
の
趣
旨
は
理

解
で
き
る
が
、
現
状
は
返

礼
品
合
戦
に
な
っ
て
い
る
。

結
果
的
に
自
治
体
同
士
が

税
収
の
奪
い
合
う
よ
う
な

歪
ん
だ
制
度
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
基
準
の
財
政
額
に

沿
っ
た
形
の
中
で
、
国
が

責
任
を
も
っ
て
地
方
交
付

税
で
補
う
の
が
基
本
だ
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

寄
附
額
を
増
や
す
に
は
高

額
の
返
礼
品
を
準
備
し
、

件
数
を
増
や
せ
ば
良
い
が

町
の
方
針
と
し
て
節
度
あ

る
制
度
運
用
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
返
礼
品
は
町
内

産
に
限
定
し
て
い
る
。

（
問
）
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
運
用
の

遅
れ
た
原
因
は
。

納
税
者
へ
の
情

報
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政

策
課
長
）
ど
う

い
う
仕
組
み
に

な
る
の
か
把
握

す
る
の
に
時
間

が
か
か
り
、
近

隣
の
状
況
を
見

て
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
導
入
を

考
え
た
。
寄
附
金
の
活
用

状
況
は
現
状
で
は
お
礼
状

の
発
送
で
対
応
。

（
問
）
応
援
基
金
に
繰
り
入

れ
ら
れ
た
寄
附
金
の
活
用

状
況
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

公
用
車
・
バ
ス
な
ど
を
購

入
し
て
お
り
、
２９
年
度
は

保
育
園
の
設
備
費
用
に
と

予
定
し
て
い
る
。

る
。
積
極
的
に
地
域
づ
く

り
に
携
わ
っ
て
い
る
方
が

戦
略
会
議
を
離
脱
し
て
い

る
。
内
容
・
進
め
方
に
問

題
は
な
い
の
か
。

（
観
光
局
準
備
室
長
）
住
民

参
加
型
の
実
践
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
い
う
も
の
を
地
域
資
源

の
な
か
か
ら
見
い
出
し
て

い
く
。
深
堀
り
し
て
具
体

的
に
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
計
画
し
て
い
る
。
地
域

ブ
ラ
ン
ド
と
松
川
町
独
自

の
地
域
プ
ラ
ン
が
何
か
と

い
う
こ
と
を
継
続
的
に
見

出
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
観
光
局（
仮
称
）の
３０

年
３
月
の
組
織
発
足
・
設

立
総
会
に
向
け
、
戦
略
会

議
・
準
備
室
・
設
立
検
討

委
員
会
の
３
つ
の
部
署
に

お
い
て
種
々
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。法
人
設
立
に

対
し
て
町
民
の
理
解
が
十

分
得
ら
れ
て
い
な
い
。財
政

負
担
に
見
合
っ
た
町
民
益

を
見
い
出
せ
る
法
人
化
は
。

（
町
長
）
観
光
を
通
じ
、
産

業
や
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
る
こ
と
で
地
域
づ
く
り

を
行
政
サ
イ
ド
の
担
当
課

で
実
施
し
て
き
た
。
専
門

性
・
民
間
感
覚
を
取
り
入

れ
て
い
く
な
か
で
、
今
の

形
態
の
ま
ま
で
は
限
界
を

感
じ
別
組
織
の
形
態
を
検

討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
問
）
疲
弊
し
た
地
域
、
予

測
さ
れ
る
地
域
の
深
堀
り

が
町
の
活
性
化
で
あ
り
、

多
く
の
町
民
の
願
い
で
あ

問答

積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
は

節
度
あ
る
制
度
の
運
用
を
行
う

問答

町
民
益
を
見
い
出
せ
る
法
人
化
は

別
組
織
の
形
態
を
検
討
し
て
い
る
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認知症サポーター養成講座

国の新オレンジプラン

川瀬八十治議員川瀬八十治議員

（
問
）
毎
年
平
均
寿
命
が
延

び
て
い
る
中
、
介
護
を
必

要
と
す
る
人
も
年
々
増
加

を
し
て
い
る
。
そ
ん
な
な

か
、
町
に
は
ど
の
よ
う
な

介
護
施
設
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
や
利
用
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
３
つ
の
予
防
と
し

て
災
害
予
防
・
保
健
予
防
・

介
護
予
防
が
大
切
で
あ
る
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
町
内
に

は
１２
の
施
設
が
あ
り
大
分

類
を
す
る
と
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
な
る
。

　
ま
た
、
入
所
が
で
き
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
が
あ
る
。

（
問
）
入
所
待
機
者
が
多
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
の

く
ら
い
の
人
が
い
る
の
か
。

ま
た
、
南
信
州
広
域
連
合

の
施
設
と
の
連
携
と
調
整

を
は
か
っ
て
い
る
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
町
内
の

入
所
待
機
者
は
３５
名
か
ら

４０
名
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
３７
年
度
ま
で
に
３０
の
増

床
の
計
画
を
し
て
い
る
。

　
南
信
州
広
域
連
合
で
は

入
所
措
置
調
整
要
綱
に
よ

り
調
整
を
し
て
い
る
。
管

内
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
は

１４
施
設
あ
り
、
５
１
４
名

が
待
機
者
で
あ
る
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
在
宅
で
の
利
用
が
増
え

て
い
る
、
地
域
密
着
型
施

設
の
必
要
性
等
を
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

（
問
）
認
知
症
対
策
と
し
て
、

「
認
知
症
集
中
支
援
推
進

事
業
」
の
内
容
と
下
伊
那

赤
十
字
病
院
の
オ
レ
ン
ジ

チ
ー
ム
と
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
事
業
内

容
は
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ

れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
を

行
う
事
業
で
日
赤
の
オ
レ

ン
ジ
チ
ー
ム
に
委
託
を
し

て
い
る
。

　
早
期
の
診
断
と
対
応
に

向
け
、
年
々
訪
問
の
件
数

も
増
え
て
い
る
。

　
早
い
時
期
か
ら
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
に
も
取
り
組
ん

で
い
て
、
２
０
０
０
人
以

上
の
方
が
認
証
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
受
講
し
て

い
る
。

（
問
） 

新
規
事
業
の「
S
O
S

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」

と
「
自
殺
対
策
・
精
神
福

祉
相
談
窓
口
業
務
委
託
」

の
内
容
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
年
々
行

方
不
明
に
な
っ
た
方
の
情

報
提
供
を
求
め
る
件
数
が

増
え
て
い
る
。
町
内
企
業

の
協
力
な
ど
を
得
る
な
か
、

昨
年
、
徘
徊
高
齢
者
な
ど

の
捜
査
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
事
案
が
発

生
し
た
場
合
、
家
族
や
行

政
機
関
が
連
携
し
て
対
応

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

命
の
危
険
を
早
く
回
避
す

る
よ
う
に
な
る
。

　
自
殺
対
策
の
連
絡
会
を

設
置
し
専
門
の
窓
口
は
、

旧
北
名
子
保
育
園
の
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
い
る
。

（
要
望
）
福
祉
事
業
の
増
加

で
職
員
の
補
充
が
必
要
と

な
る
。
職
員
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
で
円
滑
な
事
業
を
お

願
い
し
た
い
。

問答

高
齢
化
が
進
む
な
か
、今
の
介
護
施
設
は

増
床
な
ど
介
護
施
設
の
充
実
を
図
る

問答

認
知
症
対
策
と
予
防
は

早
期
発
見
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
支
援
が
必
要
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自主的活動をする子どもたち

佐藤史人 議員佐藤史人 議員

（
問
）
２９
年
度
の
子
育
て
支

援
の
重
点
施
策
は
。

（
町
長
）
子
育
て
支
援
は

第
５
次
総
合
計
画
の
柱
で

あ
り
最
重
要
課
題
と
と
ら

え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

の
育
っ
て
い
く
子
育
て
の

環
境
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
面
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
に
つ
い
て

優
先
順
位
を
つ
け
取
り
組

ん
で
い
く
。
保
育
園
か
ら

中
学
校
卒
業
ま
で
の
義
務

教
育
終
了
ま
で
の
多
大
な

経
済
的
な
負
担
に
つ
い
て

も
施
策
を
講
じ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
育
長
）
保
護
者
の
方
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
い

う
面
で
、
入
学
祝
い
金
な

ど
の
施
策
を
と
っ
て
い
く
。

子
育
て
支
援
は
、
子
ど
も

の
自
立
を
支
え
て
い
く
観

点
で
、「
子
育
ち
支
援
」
で

あ
る
と
教
育
委
員
会
は
と

ら
え
て
い
る
。
家
庭
の
経

済
的
な
格
差
が
学
力
の
格

差
に
つ
な
が
る
と
い
う
指

摘
も
一
方
に
あ
る
。

　
小
学
校
に
お
け
る
算
数

の
補
習
授
業
や
指
導
の
実

施
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活

支
援
と
し
て
の
学
校
外
で

の
居
場
所
づ
く
り
と
学
習

生
活
面
も
含
め
た
相
談
体

制
を
地
域
の
か
た
が
た
が

教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

参
加
で
き
る
施
策
も
進
め

て
い
き
た
い
。

　
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
子
ど

も
、
能
力
の
あ
る
子
ど
も

の
支
援
の
た
め
に
、
町
の

奨
学
金
制
度
を
金
額
や
返

済
期
間
も
含
め
充
実
し
て

き
た
。

（
問
）
保
護
者
へ
の
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
相
談
な
ど

の
支
援
は
。

（
教
育
長
）
ま
つ
か
わ
大
学

の
子
育
て
に
関
す
る
講
演

に
参
加
さ
れ
る
方
は
問
題

意
識
を
も
た
れ
て
い
る
の

で
悩
み
や
不
安
は
、
解
消

さ
れ
て
い
る
。
保
育
園
の

保
護
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
少
し
の
時
間
で

も
よ
い
の
で
保
育
園
の
先

生
と
話
を
し
た
い
と
い
う

方
が
多
か
っ
た
。
学
校
や

保
育
園
が
十
二
分
に
そ
れ

に
応
え
ら
れ
る
体
制
に
な

い
が
、
場
所
、
機
会
づ
く

り
を
職
員
の
研
修
も
含
め

て
実
施
し
て
い
く
。

　
不
適
応
の
子
ど
も
た
ち

の
保
護
者
の
か
た
が
た
と

の
会
も
開
催
し
て
お
り
継

続
す
る
な
か
で
、
保
護
者

の
思
い
を
受
け
と
め
ら
れ

先
に
進
め
る
よ
う
な
支
援

施
策
に
生
か
し
て
欲
し
い
。

（
問
）
町
の
学
び
の
拠
点
で

あ
る
「
え
み
り
あ
」
は
学

習
の
場
と
し
て
の
支
援
体

制
は
十
分
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
公
民
館

関
係
職
員
、
生
涯
学
習
、

男
女
共
同
参
画
含
め
て
町

民
体
育
館
が
一
体
と
な
り

職
員
間
の
意
思
疎
通
や
情

報
交
換
が
し
や
す
く
な
っ

た
。
町
民
の
学
習
を
支
え

る
視
点
か
ら
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い
く
必

要
性
は
感
じ
て
い
る
。

（
問
）「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」

と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
。
U
・
I
タ
ー

ン
で
町
に
来
た
方
が
、
公

民
館
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
で
き
る
機
会
に
つ
い

て
は
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
公
民
館

研
究
集
会
の
中
で
も
同
様

な
意
見
が
で
た
。
I
タ
ー

ン
の
方
が
地
域
に
解
け
込

む
チ
ャ
ン
ス
と
も
と
ら
え

て
い
る
。
自
主
講
座
を
開

く
な
か
で
そ
の
輪
を
広
げ

て
い
く
支
援
は
し
た
い
。

※
答
弁
の
部
分
の
「
子
育

ち
支
援
」
は
、
子
ど
も
の

自
立
的
な
活
動
支
援
と
い

う
意
味
。

を
す
る
。

（
問
）
子
育
て
支
援
の
現
場

で
あ
る
職
場
環
境
は
。

（
こ
ど
も
課
長
）
保
育
士

な
ど
の
職
場
環
境
改
善
は

都
市
部
の
賃
金
体
系
と
比

較
し
賃
金
の
改
定
で
引
き

上
げ
を
実
施
す
る
。
１２
月

の
定
例
会
で
条
例
改
正
で

臨
時
職
員
に
つ
い
て
も
育

児
・
介
護
休
暇
が
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
既
に

休
暇
中
の
職
員
も
い
る
。

未
満
児
・
延
長
保
育
な
ど

状
況
に
よ
っ
て
は
、
休
憩

時
間
も
交
代
し
な
が
ら
確

保
で
き
る
体
制
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

（
要
望
）「
文
科
省
が
次
の

学
習
指
導
要
領
が
め
ざ

す
」〝
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
〞
に
つ
い
て
、

教
員
１１
名
が
、「
教
員
研

究
セ
ン
タ
ー
で
、
授
業
を

ど
う
工
夫
し
、
発
信
す
る

か
、
模
索
が
続
く
」。
と

い
う
新
聞
記
事
が
載
っ
た

が
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て

も
子
育
て
支
援
の
見
地
か

ら
も
議
論
し
て
い
た
だ
き

問答

町
民
の
教
育
と
学
び
の
施
策
は

子
育
ち
支
援
を
重
点
に
地
域
の
力
を
借
り
る
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もっと鮮度のある発信を

自治会サイドに立った支援を

中平文夫 議員中平文夫 議員

（
問
）
自
治
会
活
動
の
現
状

把
握
の
一
歩
と
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
敬
意
を
払
う
。

行
政
は
自
治
会
と
連
携
な

く
し
て
諸
事
業
の
推
進
が

不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

も
っ
と
自
治
会
サ
イ
ド
に

立
ち
支
援
は
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
社
会
活
動
費

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
提

案
す
る
の
で
検
討
を
。

（
町
長
）
自
治
会
と
い
う
組

織
は
地
縁
団
体
で
は
あ
る

が
地
域
づ
く
り
の
な
か
で

こ
の
組
織
の
役
割
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
加
入
し
て
い
た

だ
け
な
い
方
が
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
引
続
き
加

入
を
お
願
い
し
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
づ
く
り
に

つ
な
が
る
よ
う
に
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

庁
内
で
現
状
の
自
治
会
に

つ
い
て
再
認
識
す
る
必
要

も
あ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
「
共
感
汗
を
流

す
」
の
例
も
あ
る
。
今
後

も
自
治
会
と
の
連
携
は
重

要
で
あ
り
不
可
欠
。
住
み

よ
い
町
づ
く
り
社
会
活
動

費
で
支
援
を
し
て
い
る
が
、

提
案
さ
れ
た
支
援
体
制
を

真
摯
に
受
け
止
め
関
係
課

と
調
整
し
実
現
し
た
い
。

（
問
）
松
川
を
発
信
す
る
基

盤
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
ユ
ー
と

Ｈ
Ｐ
が
主
力
、
特
に
Ｈ
Ｐ

は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要
、

鮮
度
の
よ
い
情
報
発
信
が

求
め
ら
れ
る
。
松
川
町
を

判
断
す
る
情
報
が
現
状
で

は
十
分
反
映
さ
れ
ず
機
能

し
て
い
る
と
思
え
な
い
。

各
課
毎
で
行
う
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
方
式
で
は
職
員
の
仕

事
の
負
担
増
と
な
っ
て
無

理
が
生
じ
る
。
今
後
は
観

光
局
（
仮
称
）
も
含
め
て

統
一
的
管
理
す
る
必
要
性

が
あ
る
。
再
考
を
要
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応

し
地
域
振
興
に
寄
与
す
る

組
織
と
し
て
チ
ャ
ン
ネ
ル

ユ
ー
は
株
式
化
し
て
い
る
。

Ｈ
Ｐ
作
成
当
初
に
な
か
っ

た
ス
マ
ホ
検
索
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
の
Ｈ

Ｐ
を
そ
の
ま
ま
ス
マ
ホ
で

閲
覧
す
る
に
は
画
面
も
小

さ
く
見
づ
ら
い
。
新
人
職

員
を
中
心
に
Ｈ
Ｐ
の
操
作

研
究
会
を
開
催
し
て
い
る

が
、
職
員
に
新
鮮
な
情
報

を
常
に
提
供
す
る
意
識
が

な
け
れ
ば
変
わ
る
も
の
で

な
い
。
将
来
の
町
の
住
民

候
補
者
と
な
る
人
々
を
も

視
野
に
入
れ
、
松
川
町
の

鮮
度
の
良
い
情
報
を
ど
う

発
信
す
る
か
、
提
案
さ
れ

た
チ
ャ
ン
ネ
ル
ユ
ー
の
独

自
性
と
新
し
い
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
Ｈ
Ｐ
、
ス
マ
ホ
検

索
に
対
応
す
る
に
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
検
討
し
、
全

面
変
更
を
含
め
て
庁
内
で

研
究
す
る
。

問答

核
と
な
る
自
治
会
活
動
の
支
援
は

重
要
性
を
考
え
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る

問答

情
報
発
信
の
メ
デ
ィ
ア
活
用
方
法
は

新
し
い
ニ
ー
ズ
も
あ
り
更
新
方
法
な
ど
を
検
討
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島田弘美 議員島田弘美 議員

行政サービスの拠点

（
問
）
町
は
第
５
次
総
合
計

画
の
基
本
方
針
に
地
域
の

絆
と
力
を
育
み
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
と
さ
れ
て

い
る
。
人
口
減
少
、
高
齢

化
が
進
む
な
か
、
今
の
地

域
活
動
維
持
が
懸
念
さ
れ

る
が
町
長
の
考
え
は
。

（
町
長
）
住
民
活
動
を
大
事

に
し
た
考
え
を
基
本
に
努

め
る
。

　
年
少
人
口
が
５
年
間
で

２
・
７
％
余
り
の
減
少
は

大
き
く
注
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
子
育
て
環
境

の
充
実
や
若
者
定
住
促
進

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
今

後
ど
う
維
持
し
て
い
く
べ

き
か
が
課
題
で
あ
る
が
住

民
活
動
を
大
事
に
し
て
、

標
準
的
な
財
政
規
模
も
考

慮
し
人
口
減
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ

う
努
め
て
い
く
。

（
問
）
今
後
、
自
治
会
再
編

成
の
取
り
組
み
が
必
要
と

思
う
が
。

　
持
続
可
能
な
行
政
運
営

に
効
率
、
効
果
、
コ
ス
ト

よ
り
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
行
政
指
導

の
下
で
自
治
会
組
織
の
再

編
成
に
向
け
た
取
り
組
み

は
で
き
な
い
か
。

（
町
長
）
住
民
の
気
持
ち
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
再
編

成
問
題
は
し
っ
か
り
受
け

止
め
研
究
し
て
い
く
。
現

段
階
で
言
明
で
き
な
い
が
、

住
民
生
活
に
重
き
を
お
い

た
行
政
運
営
を
図
っ
て
い

き
た
い
。ま
た
効
率
、効
果
、

コ
ス
ト
面
で
は
民
間
と
違

い
費
用
効
果
が
数
字
で
は

表
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

戸
数
が
一
桁
、
大
自
治
会

は
戸
数
で
三
桁
と
な
っ
て

い
る
。
ま
ず
は
地
域
住
民

が
ど
う
考
え
て
い
る
か
が

大
切
だ
と
思
う
。

　
男
性
、
女
性
の
区
別
は

つ
け
て
い
な
い
。
昇
任
試

験
に
よ
り
判
断
し
登
用
し

て
い
る
の
が
現
状
だ
。
能

力
あ
る
方
が
た
く
さ
ん
い

る
の
に
女
性
の
エ
ン
ト
リ

ー
が
な
い
の
が
残
念
。

（
問
）
業
務
拡
大
に
よ
り
長

時
間
労
働
や
過
労
死
が
後

を
た
た
な
い
現
実
が
各
地

区
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

精
神
的
不
調
者
の
職
場
対

応
は
万
全
か
。

（
総
務
課
長
）
２７
年
１２
月

の
労
働
安
全
衛
生
法
に
基

づ
い
て
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
が
義
務
化
さ
れ
た
。

当
町
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
職
場
衛
生
委
員
会
で

の
心
の
健
康
づ
く
り
、
労

務
管
理
士
の
設
置
な
ど
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
、

ケ
ア
に
努
め
た
対
応
を
図

っ
て
い
る
。

が
し
っ
か
り
把
握
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

相
談
、
話
し
合
い
は
積
極

的
に
対
応
す
る
。

　
現
在
自
治
会
数
は
７２
あ

る
が
、
最
も
小
自
治
会
は

戸
数
が
１
桁
、
大
自
治
会

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
問
）
女
性
管
理
職
の
登
用

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
女
性
活
躍
の
場
と
し
て

高
齢
者
や
子
育
て
施
策
と

し
て
女
性
特
有
の
感
性
を

活
か
し
た
施
策
な
ど
が
望

ま
れ
る
。

（
総
務
課
長
）
課
長
職
を
３１

年
度
ま
で
に
１
名
増
員
、

係
長
職
２５
％
以
上
目
指
す
。

　
女
性
活
躍
推
進
法
が
２７

年
９
月
に
制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
は
地
方
公
共
団
体
の

長
は
特
定
事
業
主
行
動
計

画
と
し
て
２８
年
４
月
に
計

画
を
制
定
し
た
。

（
副
町
長
）
底
上
げ
を
考
え

て
い
き
た
い
。

問答

人
口
減
少
社
会
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
問
う

低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る問答

職
員
の
働
き
場
で
の
生
き
が
い
づ
く
り
は

女
性
管
理
職
へ
登
用
を
前
向
き
に
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求められる自主防災

図1

図2

米山郁子 議員米山郁子 議員

かつての
地域社会 親密な人間関係を構成：「向こう三軒両隣」

現在の
地域社会

住民意識の
変化

地域とのつながり・結びつきの希薄化：「隣は何をする人ぞ」

地域社会のつながり・結びつきの必要性を再認識し、
地域での自発的な取り組みの推進

安心・安全な暮らしを守る地域社会の形成

希薄になりつつある地域社会の現状と求められる取組み

○少子高齢化の進展
○核家族化・単身世帯の増加
○生活様式の多様化　　　等

（変化の要因）

自分の身を自分の
努力によって守る

地
域
の
防
災
力

災
害
時
の

被
害
を
抑
え
る

地域や近隣の人が
互いに協力し合う

国や都道府県等の行政、
消防機関による
救助・援助等

自 助

共 助

公 助

（
問
）
い
つ
起
こ
る
と
も
し

れ
な
い
災
害
は
住
民
に
と

っ
て
不
安
の
一
つ
で
あ
る
。

先
般
の
新
潟
火
災
は
あ
っ

と
い
う
間
に
広
が
り
糸
魚

川
市
駅
北
大
火
と
し
て
災

害
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
松
川
町
に
お
い
て
も

地
震
は
も
と
よ
り
土
砂
崩

れ
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
、

想
定
さ
れ
る
災
害
は
い
く

つ
も
あ
る
。
実
態
に
即
し

た
防
災
体
制
の
確
立
と
し

て
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
は
随
時
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
現
在
の
防
災

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
１２
年
に
策
定
し
、
そ

の
後
、
二
度
の
見
直
し
を

か
け
て
い
る
。
現
在
の
防

災
体
制
に
つ
い
て
は
、
平

成
２５
年
に
全
面
改
正
を
行

っ
た
、
見
直
し
を
か
け
た

も
の
に
基
づ
い
て
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
る
。
平
成

２８
年
度
は
防
災
計
画
に
つ

い
は
国
土
交
通
省
に
協
力

い
た
だ
き
着
手
し
た
。

　
大
雨
に
よ
る
洪
水
の
水

位
の
変
化
、
情
報
を
得
た

町
は
防
災
対
策
本
部
の
立

ち
上
げ
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
行
う
か
。
避
難
勧
告

避
難
指
示
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
時
系
列
で
一
覧
表
に
し

て
あ
る
。

　
国
や
県
に
支
援
を
要
望

し
て
い
っ
て
何
と
か
直
近

の
震
災
な
ど
の
状
況
を
入

れ
た
計
画
に
で
き
る
よ
う

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

（
問
）
平
成
２５
年
６
月
の
災

害
対
策
基
本
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
、乳
幼
児
な
ど
の
防
災

施
策
に
お
い
て
特
に
配
慮

を
要
す
る
方
の
う
ち
、災
害

発
生
時
の
避
難
な
ど
に
特

に
支
援
を
要
す
る
方
の
名

簿
の
作
成
を
義
務
付
け
る

こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て

い
る
、名
簿
の
把
握
と
台
帳

は
で
き
て
い
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
要
援
護
者
の

避
難
、
支
援
に
つ
い
て
は

保
健
福
祉
課
で
名
簿
の
把

握
を
行
っ
て
い
る
。
介
護

保
険
の
認
定
を
行
う
際
に

交
付
さ
れ
る
、
ひ
ま
わ
り

タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
者
と

要
援
護
者
が
重
な
る
こ
と

か
ら
把
握
で
き
る
。

　
介
護
申
請
と
同
時
に
要

支
援
者
の
登
録
申
請
を
お

願
し
て
い
る
。
避
難
を
さ

れ
た
い
と
き
に
そ
な
え
て

家
の
間
取
り
ま
で
把
握
し

て
い
る
。

　
現
在
の
名
簿
は
平
成
２９

年
の
３
月
１０
日
現
在
で
対

象
者
１
６
０
５
人
に
対
し

て
登
録
が
３
１
０
人
で
あ

る
。

　
災
害
時
に
役
立
ち
そ
う

な
資
格
、
た
と
え
ば
看
護

師
の
免
許
が
あ
る
と
か
も

把
握
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
災
害
時
に
は
過
去
の

経
験
か
ら
住
民
自
身
が
協

力
し
て
自
分
た
ち
の
身
を

守
る
「
共
助
」
が
防
災
の

要
で
あ
り
日
頃
か
ら
地
域

に
お
い
て
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
定
め
的
確
に
活
動
で

き
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

が
自
治
会
に
よ
っ
て
防
災

対
策
の
温
度
差
が
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
標
準
化

し
自
主
防
災
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

（
総
務
課
長
）
平
成
２７
年
度

に
一
度
行
っ
て
い
る
、
二

つ
の
自
治
会
が
こ
う
い
う

組
織
の
持
ち
方
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
事
例
発

表
を
し
た
。

（
町
長
）
進
ん
で
い
る
自
治

会
で
は
自
主
防
災
の
会
議

に
行
く
と
、
手
を
挙
げ
て

防
災
機
材
は
何
を
そ
ろ
え

れ
ば
い
い
で
す
か
と
い
う

質
問
が
あ
る
。
自
治
会
で

の
防
災
会
議
を
開
い
て
周

知
を
さ
せ
て
い
く
、
平
準

化
で
は
な
い
が
、
水
平
展

開
を
図
っ
て
い
く
こ
れ
は

非
常
に
大
切
な
こ
と
だ
と

受
け
と
め
て
い
る
。

問答

火
災
と
災
害
に
強
い
地
域
力
の
あ
る
ま
ち
は

自
主
防
災
の
水
平
展
開
は
大
切
だ
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菅沼一弘 議員菅沼一弘 議員

伊那大島駅の放置された自転車

中核症状

行動・心理症状（BPSD）

環境
心理状態

性格
素質

認知症の症状（中核症状と行動・心理症状）

（
問
）
認
知
症
は
ど
う
せ
治

ら
な
い
病
気
だ
か
ら
医
療

機
関
に
行
っ
て
も
仕
方
な

い
。
こ
れ
は
誤
っ
た
考
え

だ
と
思
う
。
障
が
い
の
軽

い
う
ち
に
後
見
人
を
自
分

で
決
め
て
お
く
。（
任
意
）

後
見
制
度
な
ど
の
準
備
や

手
配
を
し
て
お
け
ば
、
認

知
症
で
あ
っ
て
も
自
分
ら

し
い
生
き
方
を
全
う
す
る

こ
と
が
、
可
能
だ
と
思
う
。

早
期
発
見
と
在
宅
支
援
の

医
療
と
介
護
の
両
面
で
支

え
る
体
制
づ
く
り
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
認
知
症
に
あ
っ
て

は
介
護
予
防
、
健
康
予
防

災
害
予
防
の
要
望
を
考
え

て
い
る
な
か
で
、
高
齢
に

な
っ
て
も
社
会
と
の
か
か

わ
り
、
地
域
と
の
か
か
わ

り
を
、
可
能
な
限
り
つ
づ

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

介
護
認
定
を
で
き
る
だ
け

抑
え
て
い
く
こ
と
に
つ
な

が
る
と
思
う
。
認
知
症
対

策
は
重
要
で
あ
り
取
り
組

ん
で
い
る
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
地
域
と

の
か
か
わ
り
や
早
期
発
見

が
非
常
に
大
事
で
あ
り
、

町
で
力
を
入
れ
て
い
る
。

初
期
集
中
支
援
事
業
と
し

て
、
オ
レ
ン
ジ
推
進
委
員

を
配
置
し
、
窓
口
の
設
置

や
地
域
で
の
啓
発
活
動
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。
先
日

行
わ
れ
た
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
講
習
会
で
は
オ
レ
ン
ジ

サ
ポ
ー
タ
ー
受
講
者
が

１
１
６
７
人
に
達
し
た
。

と
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
す
。
先
日
、
長
期

間
に
わ
た
り
放
置
さ
れ
た

自
転
車
が
１１
台
あ
り
、
利

用
者
の
み
な
さ
ん
に
迷
惑

を
か
け
て
い
る
。
現
在
自

転
車
の
処
分
に
つ
い
て
は

個
人
の
所
有
物
を
勝
手
に

処
分
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
条
例
な
ど
の
制
度

が
必
要
で
あ
り
難
し
と
こ

ろ
で
あ
る
が
今
後
は
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

駐
輪
場
の
整
備
や
草
刈
り

に
お
い
て
は
シ
ル
バ
ー
や

ボ
ラ
ン
チ
ィ
ア
の
方
た
ち

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て

い
る
。

（
問
）
伊
那
大
島
駅
の
自
転

車
置
き
場
の
放
置
自
転
車

は
、
松
川
町
、
中
川
村
、

大
鹿
村
の
学
生
さ
ん
で
、

も
う
卒
業
し
て
し
ま
い
要

ら
な
く
な
っ
て
放
棄
さ
れ

た
不
法
駐
輪
車
で
あ
る
と

思
う
。
放
置
自
転
車
の
措

置
に
つ
い
て
ど
う
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）
駅
舎
の

南
側
に
駐
輪
場
が
あ
る
。

自
転
車
、
バ
イ
ク
等
を
使

っ
て
通
勤
通
学
を
す
る
皆

さ
ん
の
た
め
に
真
ん
中
合

わ
せ
の
四
列
で
収
容
台
数

７２
台
に
な
る
駐
輪
場
と
な

っ
て
い
る
。
送
迎
車
両
駐

車
場
を
含
め
一
体
的
に
Ｊ

Ｒ
東
海
か
ら
町
が
年
額
３５

万
６
０
０
０
円
と
い
う
金

額
で
貸
借
を
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　
中
川
村
・
大
鹿
村
に
は
、

賃
借
料
の
一
部
を
負
担
金

問答

認
知
症
予
防
対
策
と
在
宅
介
護
支
援
は

認
知
症
は
早
期
発
見
、早
期
治
療
が
大
事

問答

放
置
自
転
車
に
つ
い
て
の
対
策
は

駐
輪
場
の
整
備
や
草
刈
り
・
環
境
美
化
に
も
協
力
を
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教育環境と学力向上のため早期設置を

間瀬重男 議員間瀬重男 議員

通訳を交えてのコスタリカセミナー

（
問
）
２
年
前
９
月
議
会
で

英
語
教
育
の
質
問
を
し
た
。

早
期
教
育
に
は
あ
ま
り
前

向
き
で
は
な
い
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。
リ
ニ
ア
新
時

代
を
１０
年
後
に
ま
た
３
年

後
の
東
京
五
輪
、
コ
ス
タ

リ
カ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を

目
指
す
な
か
で
交
流
も
動

き
出
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

し
て
い
く
情
報
化
社
会
で

英
語
教
育
は
非
常
に
大
切

な
教
科
で
あ
る
。
中
央
教

育
審
議
会
は
次
期
学
習
指

導
要
領
に
つ
い
て
答
申
の

素
案
を
公
表
、
今
ま
で
の

知
識
偏
重
か
ら
脱
却
す
る

と
同
時
に
思
考
力
や
表
現

力
を
育
成
す
る
と
し
て
い

る
。
小
学
校
で
英
語
が
教

科
と
し
て
導
入
さ
れ
る
。

新
指
導
要
領
は
５
年
生
か

ら
３
・
４
年
生
に
２
０
２

２
年
か
ら
２
０
２
０
年
に

前
倒
し
と
す
る
。
急
速
に

進
む
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
国
際
社
会
で
も
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
い
る
。
新
学
習

指
導
要
領
の
導
入
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

（
教
育
長
）
流
れ
と
し
て
は

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
と
い
う
こ
と
も

背
景
に
あ
る
。
学
習
指
導

要
領
に
沿
っ
て
外
国
語
教

育
英
語
教
育
を
進
め
て
い

く
立
場
で
あ
る
。
学
級
担

任
が
外
国
語
指
導
を
す
る

わ
け
で
不
十
分
で
あ
り
専

科
教
員
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、

A
L
T
の
配
置
が
必
要
と

な
る
。
教
員
の
確
保
、
時

間
割
の
設
定
な
ど
踏
ま
え

て
２
０
１
８
年
度
か
ら
試

験
的
先
行
実
施
を
し
て
い

き
た
い
。

（
問
）
将
来
は
水
と
緑
と
果

物
と
英
語
の
町
松
川
に
し

た
ら
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
長
野
県
で
も
国

の
特
区
制
度
を
使
っ
て
低

学
年
か
ら
英
語
教
育
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

軽
井
沢
町
、
下
諏
訪
町
で
、

学
習
指
導
要
領
外
の
学
習

と
し
て
展
開
し
て
い
る
が
、

町
を
挙
げ
て
と
い
う
こ
と

は
し
っ
か
り
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
問
）
新
年
度
当
初
予
算
に

保
育
園
に
３
０
０
０
万
円

の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
が
計

上
さ
れ
た
。
名
子
中
央
保

育
園
に
は
す
で
に
新
築
に

伴
い
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

未
設
置
の
全
保
育
園
に
設

置
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
保

育
園
児
の
保
育
環
境
の
向

上
で
喜
ば
し
い
。
こ
れ
ま

で
に
小
中
学
校
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
要
望
も
し
て

き
た
が
、
答
弁
で
は
財
源

の
こ
と
も
あ
る
が
、
多
少

の
暑
さ
に
我
慢
す
る
こ
と

も
教
育
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
地
球
温
暖
化

の
す
す
む
な
か
で
、
家
庭

や
事
業
所
、
役
場
庁
舎
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
近
隣

町
村
の
学
校
で
も
設
置
整

備
が
進
ん
で
お
り
教
育
環

境
と
学
力
向
上
の
た
め
に

重
要
と
考
え
る
が
整
備
計

画
の
考
え
は
。

（
こ
ど
も
課
長
）
現
在
小
中

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備

の
計
画
は
な
い
が
２９
年
度

子
供
た
ち
の
健
康
、
学
力

の
向
上
を
考
え
る
な
か
で

検
討
協
議
し
て
中
学
校
給

食
棟
の
完
成
後
に
計
画
し

て
い
き
た
い
。

問答

英
語
教
育
の
現
状
と
今
後
の
進
め
方
を
ど
う
す
る
か

学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
外
国
語
教
育
を
進
め
て
い
く

問答

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
整
備
を

中
学
校
給
食
棟
完
成
後
に
計
画
し
て
い
き
た
い
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黒澤哲郎 議員黒澤哲郎 議員

町民の問いかけにどう答える

あり方の検証が必要では

（
問
）
町
長
が
チ
ャ
ン
ネ
ル

ユ
ー
の
社
長
を
兼
務
す
る

是
非
に
つ
い
て
昨
年
の
１２

月
議
会
で
問
う
た
。
ま
た
、

法
的
に
も
問
題
あ
り
で
は

な
い
か
と
も
指
摘
を
し
た

回
答
を
。

（
町
長
）
取
締
役
会
で
社
長

を
継
続
す
べ
し
と
意
見
を

い
た
だ
い
た
。取
締
役
会
の

中
で
決
定
し
て
い
く
案
件
。

（
問
）
民
間
会
社
と
し
て
は

町
長
が
社
長
で
あ
っ
た
方

が
都
合
が
良
い
に
決
ま
っ

て
い
る
。
判
断
は
取
締
役

会
で
な
く
町
民
が
行
う
べ

き
で
は
。

（
町
長
）
チ
ャ
ン
ネ
ル
ユ
ー

は
株
式
会
社
、
取
締
役
が

議
決
機
関
で
あ
る
と
言
う

認
識
。

（
問
）
会
社
の
立
場
で
は
そ

の
通
り
だ
が
町
の
町
長
が

兼
務
す
る
の
で
あ
れ
ば
町

で
議
論
す
る
べ
き
で
は
と

聞
い
て
い
る
の
だ
。

（
町
長
）
課
長
会
議
や
議
会

に
諮
っ
て
と
言
う
話
は
取

締
役
会
で
は
出
な
か
っ
た
。

や
は
り
取
締
役
会
の
意
見

を
聞
い
て
判
断
し
て
い
く
。

（
問
）
そ
の
よ
う
な
答
弁
だ

と
繰
り
返
し
に
な
っ
て
し

ま
う
。
町
の
代
表
で
あ
る

町
長
が
社
長
を
や
る
是
非

に
つ
い
て
は
町
の
組
織
で

判
断
す
る
の
が
当
然
と
考

え
る
が
。

（
町
長
）
ど
う
い
う
こ
と
か

今
し
っ
か
り
と
認
識
し
た
。

今
こ
こ
で
そ
う
し
ま
す
と

言
う
答
弁
は
避
け
た
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

地
方
自
治
法
第
１
４
２
条

で
は
兼
務
を
禁
止
し
て
い

る
が
、
括
弧
書
き
に
あ
る

当
該
地
方
公
共
団
体
が
出

資
し
て
い
る
法
人
で
政
令

で
定
め
る
も
の
は
、
当
該

禁
止
規
定
の
緩
和
と
さ
れ

て
い
る
が
、
平
成
１５
年
の

東
京
高
裁
の
判
例
で
地
方

公
共
団
体
が
直
接
行
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
事
業
を

代
わ
り
に
行
う
も
の
に
適

用
除
外
は
認
め
た
も
の
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
ユ
ー
は
こ
の

除
外
に
当
て
は
ま
る
公
益

事
業
を
主
体
と
し
た
企
業

と
は
考
え
に
く
い
。
視
聴

料
を
主
収
入
と
し
て
経
営

し
加
入
者
の
み
へ
の
サ
ー

ビ
ス
で
公
益
事
業
と
言
え

る
か
。
町
は
１
０
０
０
万

円
以
上
の
請
負
契
約
を
し

て
い
る
。
町
長
兼
務
、
法

的
に
も
い
か
が
な
も
の
か
。

地
方
公
共
団
体
が
出
資
金

２
分
の
１
以
上
を
出
資
し

て
い
る
法
人
と
す
る
と
記

載
さ
れ
て
お
り
チ
ャ
ン
ネ

ル
ユ
ー
は
町
が
９０
％
を
出

資
し
て
お
り
問
題
な
い
。

（
意
見
）
括
弧
部
分
と
い
う

の
は
平
成
３
年
に
法
改
正

さ
れ
た
も
の
で
長
の
兼
業

る
か
ら
こ
そ
町
は
決
断
し

リ
ー
ド
す
べ
き
で
は
。

（
町
長
）
誰
が
町
長
に
な
っ

て
も
で
き
る
職
場
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
の
は

私
の
夢
。
波
紋
を
呼
ぶ
石

を
投
げ
る
行
政
は
就
任
時

の
私
の
希
望
。
難
し
い
判

断
も
町
長
の
責
任
。
非
常

に
重
く
受
け
と
め
、
今
後

も
進
ん
で
参
り
た
い
。

（
問
）
町
長
２
期
目
も
半

分
終
わ
っ
て
、
も
う
６
年

が
経
過
し
た
。
町
長
が
議

員
時
代
に
も
質
問
し
て
い

た
行
財
政
改
革
。
い
つ
ま

で
に
や
る
と
言
わ
な
い
町

長
。
３
期
１２
年
か
け
て
や

る
計
画
か
。
月
間
、
年
間

計
画
や
予
算
執
行
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
人
事
交
流
な
ど

業
務
・
労
務
管
理
の
課
題

も
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

下
か
ら
上
の
人
評
価
も
。

困
っ
て
い
る
町
民
か
ら
の

難
し
い
問
題
は
手
を
付
け

な
い
の
で
な
く
、困
っ
て
い

問答

理
解
し
て
な
い
町
長
・
法
的
に
も
大
丈
夫
？

今
、
認
識
を
し
た
。
答
弁
は
控
え
る

問答

い
つ
ま
で
に
や
る
、
決
断
で
き
な
い
町
長
？

29
年
度
を
め
ど
に
方
向
性
を
出
し
て
い
く



　
こ
の
町
に
暮
ら
し
て
1
年
半
が
経
ち

ま
す
。正
直
こ
の
町
と
い
う
よ
り
部
奈
に

暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
で

す
が
。私
と
妻
と
そ
の
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん

は
、「
コ
ー
ヒ
ー
屋
」を
や
る
つ
も
り
で
南

信
を
移
転
先
に
決
め
た
も
の
の
ツ
テ
も

な
く
、た
だ
南
信
一
帯
の
役
場
巡
り
を

し
て
は
空
き
家
の
情
報
の
少
な
さ
と
、値

段
の
高
さ
に
焦
り
を
感
じ
始
め
て
い
ま

し
た
。松
川
町
役
場
も
そ
の
う
ち
の
一
つ

だ
っ
た
の
で
す
が
、相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
な
か
で「
ベ
ナ
テ
ン
が
空
い
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
言
う
の
で
、
私
達

は「
ベ
ナ
テ
ン
」の
意
味
も
解
ら
な
い
ま

ま
山
道
を
上
り
、初
め
て
部
奈
に
足
を

踏
み
入
れ
ま
し
た
。そ
こ
は
と
て
も
美

し
い
集
落
で
、外
観
し
か
見
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
の
し
っ
か
り
と
し
た
店
舗
で
し
た
。

ベ
ナ
テ
ン
は
部
奈
店
だ
っ
た
の
で
す
。

　
後
日
、
部
奈
区
区
長
さ
ん
と
副
区

長
さ
ん
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、私

達
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。
話
は
す
ぐ

に
決
ま
り
ま
し
た
。
区
長
さ
ん
、
副
区

長
さ
ん
は
本
当
に
良
く
し
て
く
れ
ま
し

た
し
、
部
奈
の
人
達
は
気
さ
く
で
個
性

豊
か
で
す
ぐ
に
好
き
に
な
り
ま
し
た
。私

が
全
く
の
Ｉ
タ
ー
ン
で
は
な
く
、同
じ
伊

那
谷
の
宮
田
村
出
身
だ
と
い
う
こ
と
も

少
し
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
進

学
で
大
阪
に
出
た
き
り
卒
業
を
し
て
も

田
舎
に
帰
り
た
く
も
な
け
れ
ば
、
就
職

も
し
た
く
な
い
と
の
思
い
で
約
10
年
間

を
過
ご
し
た
後
、独
学
で「
コ
ー
ヒ
ー
」に

つ
い
て
学
び
、31
歳
の
時
に
松
本
市
で
最

初
の
店
を
開
き
ま
し
た
。
古
着
と
コ
ー

ヒ
ー
の
店
を
3
年
9
か
月
や
っ
て
名
古

屋
市
に
移
転
。
名
古
屋
で
は
コ
ー
ヒ
ー

だ
け
の
店
を
3
年
11
か
月
開
い
た
後
、

四
日
市
に
移
転
。と
こ
ろ
が
そ
の
前
後
に

い
わ
ゆ
る
運
命
の
人
に
出
会
っ
て
し
ま
い
、

す
ぐ
に
店
を
閉
め
て
伊
那
谷
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
本
当
は
さ
ら
に
西
へ
西
へ
と

移
転
を
続
け
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、

妻
は
信
州
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
。よ
く

訊
か
れ
ま
す
が
家
族
3
人
（
も
う
す
ぐ

4
人
）こ
の
店
だ
け
で
生
計
を
立
て
て
い

ま
す
。成
り
立
つ
か
ど
う
か
は
ず
っ
と
実

験
中
で
す
。

　
今
、欲
し
い
も
の
は
薪
を
置
く
場
所
で

す
。

　
若
草
萌
る
暖
か
な
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
出
会
い
が
あ
る

新
年
度
を
迎
え
、
心
躍
る
日
々
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
1
月
か
ら
3
月
は
議
会
の
内
容
が
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
全
て
を
お
伝
え
で

き
な
い
の
が
残
念
で
す
。
議
会
の
内
容
が
分
か

り
易
い
よ
う
に
簡
潔
な
要
約
に
努
め
ま
し
た
。

い
か
が
で
し
た
か
、
議
会
だ
よ
り
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　（
米
山
郁
子
）

事務局

あ
と

が
き

（部　長）

黒澤　哲郎

（副部長）

佐藤　史人

米山　郁子

（部　員）

熊谷　宗明

坂本　勇治

大蔵　　洋

川瀬八十治

  

佐藤　　愛

米山　詩乃

広 報 部

ミニバスは「走る・投げる・跳ぶ」のバランスのとれ
たスポーツで、体を動かすことの楽しさを知りながら、
仲間と協力することの素晴らしさが経験できます。2
年生以上のみんな、一緒にバスケットをしよう。
（毎週金・日／町体にて）

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!

タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング牧
師の演説の一節。 職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運動に
大きな影響を与え、未来を切り開いた。

私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち

松川ミニバスケットボールクラブ男子

部
　
奈
　
小
田
切
　
勝

部
奈
と
の
出
合
い
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